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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, xi ページ

• 表記法, xi ページ

• Nexus 3000シリーズ NX-OSソフトウェアの関連資料, xiii ページ

• マニュアルに関するフィードバック , xiv ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, xiv ページ

対象読者
このマニュアルは、CiscoNexusシリーズデバイスのコンフィギュレーションおよびメンテナンス
を担当する経験豊富なネットワーク管理者を対象としています。

表記法
コマンドの説明には、次のような表記法が使用されます。

説明表記法

太字の文字は、表示どおりにユーザが入力するコマンドおよび

キーワードです。

bold

イタリック体の文字は、ユーザが値を入力する引数です。italic

角カッコで囲まれているものは、省略可能な要素（キーワードま

たは引数）です。

[x]

いずれか 1つを選択できる省略可能なキーワードや引数は、角
カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

[x | y]
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説明表記法

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードや引
数は、波カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意また

は必須の要素内の任意または必須の選択肢であることを表しま

す。角カッコ内の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択

すべき必須の要素を示しています。

[x {y | z}]

ユーザが値を入力する変数であることを表します。イタリック体

が使用できない場合に使用されます。

variable

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用し
ません。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみな
されます。

string

例では、次の表記法を使用しています。

説明表記法

スイッチが表示する端末セッションおよび情報は、screenフォン
トで示しています。

screen フォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screenフォン
トで示しています。

太字の screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screenフォント
で示しています。

イタリック体の screenフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲
んで示しています。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで

囲んで示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合に
は、コメント行であることを示します。

!、#

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

   Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 5.0(3)U4(1)
xii OL-26544-02-J  

はじめに

表記法



「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

Nexus 3000 シリーズ NX-OS ソフトウェアの関連資料
Cisco NX-OS 3000シリーズのマニュアルすべてが、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/tsd_products_support_series_home.html

リリースノート

リリースノートは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_release_notes_list.html

インストレーションガイドおよびアップグレードガイド

インストレーションガイドおよびアップグレードガイドは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_installation_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには次のものが含まれます。

•『Cisco Nexus 5000 Series, Cisco Nexus 3000 Series, and Cisco Nexus 2000 Series Safety Information
and Documentation』

•『Regulatory, Compliance, and Safety Information for the Cisco Nexus 5000 Series, Cisco Nexus 3000
Series, and Cisco Nexus 2000 Series』

•『Cisco Nexus 3000 Series Hardware Installation Guide』

License Information

NX-OSの機能ライセンスの詳細については、は、次のURLから入手できます。http://www.cisco.com/
en/US/docs/switches/datacenter/sw/nx-os/licensing/guide/b_Cisco_NX-OS_Licensing_Guide.html『『Cisco
NX-OS Licensing Guide』』を参照してください。

NX-OSのエンドユーザライセンス契約および著作権情報については、は、次の URLから入手で
きます。http://www.cisco.com/en/US/docs/switches/datacenter/sw/4_0/nx-os/license_agreement/nx-ossw_
lisns.html『『License and Copyright Information for Cisco NX-OS Software』』を参照してください。

コンフィギュレーションガイド

コンフィギュレーションガイドは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/products_installation_and_configuration_guides_list.html

このカテゴリのマニュアルには次のものが含まれます。

•『Fundamentals Configuration Guide』
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•『Interfaces Configuration Guide』

•『Layer 2 Switching Configuration Guide』

•『Multicast Configuration Guide』

•『Quality of Service Configuration Guide』

•『Security Configuration Guide』

•『System Management Configuration Guide』

•『Unicast Routing Configuration Guide』

•『Verified Scalability Guide for Cisco NX-OS』

テクニカルリファレンス

テクニカルリファレンスは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/prod_technical_reference_list.html

エラーメッセージおよびシステムメッセージ

エラーメッセージおよびシステムメッセージのリファレンスは、次の URLから入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/products_system_message_guides_list.html

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバックの提供、誤記や記載漏れの報告などは、

nexus3k-docfeedback@cisco.comまでお送りください。ご協力をよろしくお願いいたします。

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次のURLで、毎月
更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規およ
び改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

このリリースの新規および変更情報

次の表に、最新リリースに関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示します。この表は、

実行コンフィギュレーションガイドへのすべての変更や、またはこのリリースの新機能の詳細

なリストを提供しません。

• このリリースの新規および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規および変更情報
次の表に、最新リリースに関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示します。この表は、実

行コンフィギュレーションガイドへのすべての変更や、またはこのリリースの新機能の詳細なリ

ストを提供しません。

表 1：新機能および変更された機能

参照先リリース

で追加ま

たは変更

された機

能

説明機能

PowerOn自動プロビ
ジョニングの使用,
（67ページ）

5.0(3)U4(1)USBのサポートの追加。PowerOn自動プロビ
ジョニング

（POAP）
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第 2 章

コマンドラインインターフェイスの概要

この章では、Cisco NX-OSソフトウェアのコマンドラインインターフェイス（CLI）について説
明します。

この章は、次の内容で構成されています。

• CLIプロンプトの概要, 4 ページ

• コマンドモード, 4 ページ

• 特殊文字, 9 ページ

• キーストロークショートカット, 10 ページ

• コマンドの省略形, 13 ページ

• 部分的なコマンド名の補完, 14 ページ

• コマンド階層での現在の場所の識別, 15 ページ

• コマンドの no形式の使用 , 15 ページ

• CLI変数の設定, 16 ページ

• コマンドエイリアス, 18 ページ

• コマンドスクリプト, 20 ページ

• 状況依存ヘルプ , 22 ページ

• 正規表現について, 24 ページ

• showコマンドの出力の検索およびフィルタリング, 25 ページ

• --More--プロンプトからの検索およびフィルタリング, 31 ページ

• コマンド履歴の使用, 33 ページ

• CLIの確認プロンプトのイネーブル/ディセーブル, 35 ページ

• CLIの表示色の設定, 35 ページ

• モジュールへのコマンドの送信, 36 ページ
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• BIOSローダープロンプト, 37 ページ

• CLIの使用例 , 37 ページ

• CLIに関する追加情報, 39 ページ

CLI プロンプトの概要
デバイスに正常にアクセスすると、コンソールポートまたはリモートワークステーションの端末

ウィンドウに、次のような CLIプロンプトが表示されます。

User Access Verification
login: admin
Password:<password>
Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software
TAC support: http://www.cisco.com/tac
Copyright (c) 2002-2009, Cisco Systems, Inc. All rights reserved.
The copyrights to certain works contained in this software are
owned by other third parties and used and distributed under
license. Certain components of this software are licensed under
the GNU General Public License (GPL) version 2.0 or the GNU
Lesser General Public License (LGPL) Version 2.1. A copy of each
such license is available at
http://www.opensource.org/licenses/gpl-2.0.php and
http://www.opensource.org/licenses/lgpl-2.1.php
switch#

デバイスのデフォルトのホスト名は変更できます。

CLIプロンプトから、次の方法を実行できます。

• CLIコマンドによる機能の設定

•コマンド履歴へのアクセス

•コマンド解析機能の使用

通常の操作では、ユーザ名は大文字と小文字が区別されます。ただし、コンソールポートに

デバイスを接続しているときには、ユーザ名の設定に関係なく、すべての大文字でログイン

ユーザ名を入力できます。正しいパスワードを入力すれば、デバイスにログインできます。

（注）

コマンドモード
ここでは、Cisco NX-OSの CLIでのコマンドモードについて説明します。

EXEC コマンドモード
最初にログインしたときは、Cisco NX-OSソフトウェアは EXECモードになります。 EXECモー
ドで使用可能なコマンドには、デバイスの状態および構成に関する情報を表示する showコマン
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ド、clearコマンド、デバイスコンフィギュレーションに保存しない処理を実行するその他のコマ
ンドなどがあります。

グローバルコンフィギュレーションコマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモードでは、最も広範囲のコマンドを使用できます。この

用語は、デバイス全体に影響を与える特性や機能を表します。グローバルコンフィギュレーショ

ンモードでコマンドを入力すると、デバイスをグローバルに設定することができます。また、さ

らに特定のコンフィギュレーションモードを開始して、インターフェイスやプロトコルなどの特

定の要素を設定することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

CLIプロンプトが変化し、グローバル
コンフィギュレーションモードになっ

ていることが示されます。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションコマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモードから開始するコンフィギュレーションモードの一例

が、インターフェイスコンフィギュレーションモードです。デバイスでインターフェイスを設

定するには、インターフェイスを指定して、インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始する必要があります。

インターフェイス単位で多数の機能をイネーブルにする必要があります。インターフェイスコン

フィギュレーションコマンドは、イーサネットインターフェイスや管理インターフェイス（mgmt
0）などのデバイス上のインターフェイスの動作を変更します。

インターフェイスの設定の詳細については、を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定します。interface type number

例：

ステップ 2   

この CLIによって、指定したインターフェイスの
インターフェイスコンフィギュレーションモード

が開始されます。
switch(config)# interface ethernet
2/2 switch(config-if)#

CLIプロンプトが変化し、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードに

なっていることが示されます。

（注）

サブインターフェイスコンフィギュレーションコマンドモード

グローバルコンフィギュレーションモードから、サブインターフェイスと呼ばれる VLANイン
ターフェイスを設定するコンフィギュレーションサブモードにアクセスできます。サブインター

フェイスコンフィギュレーションモードでは、1つの物理インターフェイスに複数の仮想イン
ターフェイスを設定できます。サブインターフェイスは、プロトコルに対しては個別の物理イン

ターフェイスとして解釈されます。

また、サブインターフェイスにより、1つのインターフェイスで、あるプロトコルに対する複数
のカプセル化を使用できます。たとえば、サブインターフェイスに VLANを関連付ける IEEE
802.1Qカプセル化を設定できます。

サブインターフェイスの設定の詳細については、を参照してください。サブインターフェイスコ

マンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Command Reference』を参照
してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するVLANインターフェイスを指定します。interface type number.subint

例：
switch(config)# interface
ethernet 2/2.1
switch(config-subif)#

ステップ 2   

この CLIによって、指定したVLANインターフェ
イスのサブインターフェイスコンフィギュレー

ションモードが開始されます。

CLIプロンプトが変化し、グローバルコ
ンフィギュレーションモードになって

いることが示されます。

（注）
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コマンドモードの保存および復元

CiscoNX-OSソフトウェアを使用すると、現在のコマンドモードを保存し、機能を設定してから、
以前のコマンドモードを復元することができます。pushコマンドでコマンドモードが保存され、
popコマンドでコマンドモードが復元されます。

次に、コマンドモードを保存して復元する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# event manager applet test
switch(config-applet)# push
switch(config-applet)# configure terminal
switch(config)# username testuser password newtest
switch(config)# pop
switch(config-applet)#

コンフィギュレーションコマンドモードの終了

コンフィギュレーションコマンドモードを終了するには、次の作業のいずれかを行います。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

現在のコンフィギュレーションコマンドモードを終了

して、元のコンフィギュレーションコマンドモードに

戻ります。

exit

例：
switch(config-if)# exit

ステップ 1   

switch(config)#

現在のコンフィギュレーションコマンドモードを終了

して、EXECモードに戻ります。
end

例：
switch(config-if)# end
switch#

ステップ 2   

（任意）

現在のコンフィギュレーションコマンドモードを終了

して、EXECモードに戻ります。

Ctrl+Z

例：
switch(config-if)# ^Z
switch#

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

有効なコマンドを入力してから、コマンドライ

ンの最後で Ctrl+Zを使用すると、CLIによって
そのコマンドが実行コンフィギュレーションファ

イルに追加されます。ほとんどの場合は、exit
コマンドまたはendコマンドを使用してコンフィ
ギュレーションモードを終了する必要がありま

す。

注意

コマンドモードの概要

次の表は、主なコマンドモードに関する情報をまとめたものです。
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表 2：コマンドモードの概要

終了方法プロンプトアクセス方法モード

終了してログインプロ

ンプトに戻るには、exit
コマンドを使用しま

す。

switch#ログインプロンプトか

ら、ユーザ名とパス

ワードを入力します。

EXEC

終了して EXECモード
に戻るには、endまた
は exitコマンドを使用
するか、Ctrl+Zを押し
ます。

switch(config)#EXECモードで、
configure terminalコマ
ンドを使用します。

グローバルコンフィ

ギュレーション

終了してグローバルコ

ンフィギュレーション

モードに戻るには、exit
コマンドを使用しま

す。

終了して EXECモード
に戻るには、exitコマ
ンドを使用するか、

Ctrl+Zを押します。

switch(config-if)#グローバルコンフィ

ギュレーションモード

で、インターフェイス

コマンドを使用し、

interfaceコマンドを使
用してインターフェイ

スを指定します。

インターフェイスコン

フィギュレーション

終了してグローバルコ

ンフィギュレーション

モードに戻るには、exit
コマンドを使用しま

す。

終了して EXECモード
に戻るには、endコマ
ンドを使用するか、

Ctrl+Zを押します。

switch(config-subif)#グローバルコンフィ

ギュレーションモード

で、interfaceコマンド
を使用してサブイン

ターフェイスを指定し

ます

サブインターフェイス

コンフィギュレーショ

ン

特殊文字
次の表に、Cisco NX-OSのテキスト文字列で特殊な意味を持つため、正規表現などの特殊なコン
テキストでのみ使用する必要のある文字を示します。
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表 3：特殊文字

説明文字

パーセント%

ポンド、ハッシュ、または番号#

省略記号...

縦線|

より小さい、またはより大きい< >

角カッコ[ ]

波カッコ{ }

キーストロークショートカット
次の表に、EXECモードとコンフィギュレーションモードの両方で使用できるコマンドキーの組
み合わせを示します。

表 4：キーストロークショートカット

説明キーストローク

カーソルを行の先頭に移動します。Ctrl+A

カーソルを1文字分だけ左に進めます。複数行
にわたってコマンドを入力するときは、←キー

または Ctrl+Bキーを繰り返し押してシステム
プロンプトまでスクロールバックして、コマン

ドエントリの先頭まで移動できます。あるいは

Ctrl+Aキーを押してコマンドエントリの先頭に
移動します。

Ctrl+B

コマンドを取り消して、コマンドプロンプトに

戻ります。

Ctrl+C

カーソル位置にある文字を削除します。Ctrl+D

カーソルを行の末尾に移動します。Ctrl+E

カーソルを 1文字分だけ右に進めます。Ctrl+F
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説明キーストローク

コマンドストリングを削除せずに、コマンド

モードを終了して以前のコマンドモードに戻り

ます。

Ctrl+G

カーソル位置からコマンドラインの末尾までの

すべての文字を削除します。

Ctrl+K

現在のコマンドラインを再表示します。Ctrl+L

コマンド履歴の次のコマンドを表示します。Ctrl+N

端末の画面をクリアします。Ctrl+O

コマンド履歴の前のコマンドを表示します。Ctrl+P

現在のコマンドラインを再表示します。Ctrl+R

カーソルの場所にある文字を、カーソルの右に

ある文字と置き換えます。カーソルが1文字右
に移動します。

Ctrl+T

カーソル位置からコマンドラインの先頭までの

すべての文字を削除します。

Ctrl+U

後に続くキーストロークの特別な意味を削除し

ます。たとえば、正規表現に疑問符（?）を入
力する前に Ctrl+Vを押します。

Ctrl+V

カーソルの左にある単語を削除します。Ctrl+W

入力したコマンドの履歴を一覧します。

このキーの組み合わせを使用するときは、Ctrl
キーとXキーを同時に押して放してから、Hを
押します。

Ctrl+X、H

バッファ内の最新のエントリを呼び出します

（キーを同時に押します）。

Ctrl+Y

コンフィギュレーションセッションを終了し

て、EXECモードに戻ります。

有効なコマンドを入力してから、コマンドライ

ンの最後でCtrl+Zを使用すると、コマンドの結
果の設定がまず実行コンフィギュレーション

ファイルに追加されます。

Ctrl+Z
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説明キーストローク

コマンド履歴の前のコマンドを表示します。↑キー

コマンド履歴の次のコマンドを表示します。↓キー

コマンドストリング内でカーソルを前方または

後方に移動させ、現在のコマンドを編集できる

ようにします。

→キー

←キー

使用可能なコマンドのリストを表示します。?
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説明キーストローク

ワードの最初の文字を入力して Tabキーを押す
と、ワードが補完されます。文字に一致するす

べてのオプションが表示されます。

タブを使用すると、次の項目名を完成させるこ

とができます。

•コマンド名

•ファイルシステム内のスキーム名

•ファイルシステム内のサーバ名

•ファイルシステム内のファイル名

例：

switch(config)# xm<Tab>
switch(config)# xml<Tab>
switch(config)# xml server

Tab

例：

switch(config)# c<Tab>
callhome class-map clock cts
cdp cli control-plane
switch(config)# cl<Tab>
class-map cli clock
switch(config)# cla<Tab>
switch(config)# class-map

例：

switch# cd bootflash:<Tab>
bootflash: bootflash://sup-1/
bootflash:/// bootflash://sup-2/
bootflash://module-5/
bootflash://sup-active/
bootflash://module-6/ bootflash://sup-local/

例：

switch# cd bootflash://mo<Tab>
bootflash://module-5/
bootflash://module-6/cv
switch# cd bootflash://module-

コマンドの省略形
コマンドの最初の数文字を入力することで、コマンドおよびキーワードを省略できます。省略形

には、コマンドまたはキーワードを一意に識別でき得る文字数を含める必要があります。コマン

ドの入力で問題が生じた場合は、システムプロンプトを確認し、疑問符（?）を入力して使用でき
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るコマンドのリストを表示してください。コマンドモードが間違っているか、間違った構文を使

用している可能性があります。

次の表に、コマンドの省略形の例を示します。

表 5：コマンド省略形の例

省略形コマンド

conf tconfigure terminal

copy run startcopy running-config startup-config

int e 1/2interface ethernet 1/2

sh runshow running-config

部分的なコマンド名の補完
完全なコマンド名を思い出せない場合や、入力量を減らす場合は、コマンドの先頭の数文字を入

力して、Tabキーを押します。コマンドラインパーサーは、入力された文字列がコマンドモード
に対して一意である場合に、コマンドを補完します。キーボードに Tabキーがない場合は、代わ
りに Ctrl+Iを押します。

コマンドは、コマンドが一意になるのに十分な文字が入力されていれば認識されます。たとえ

ば、EXECモードで「conf」と入力した場合、「conf」で始まるコマンドは configureコマンドし
かないため、CLIはこのエントリを configureコマンドに関連付けることができます。

次の例では、Tabキーを押したとき、CLIは EXECモードで confの一意の文字列を認識します。
switch# conf<Tab>
switch# configure

コマンド補完機能を使用すると、CLIにより完全なコマンド名が表示されます。 CLIは、Return
または Enterキーが押されるまでコマンドを実行しません。これにより、完全なコマンドが省略
形によって意図したものでない場合に、コマンドを修正できます。複数のコマンドを示す可能性

のある一連の文字を入力した場合は、一致するコマンドのリストが表示されます。

たとえば、co<Tab>と入力すると、「co」で始まる、EXECモードで使用できるすべてのコマン
ドが一覧表示されます。

switch# co<Tab>
configure copy
switch# co

コマンドエントリを補完できるように、入力した文字が再びプロンプトに表示されることに注意

してください。
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コマンド階層での現在の場所の識別
一部の機能においては、複数のレベルにわたる設定サブモード階層があります。このような場合

には、現在の作業コンテキスト（PWC）についての情報を表示できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

PWCを表示します。where detail

例：

switch# configure terminal

ステップ 1   

switch(config)# interface mgmt0
switch(config-if)# where detail
mode: conf

interface mgmt0
username: admin

コマンドの no 形式の使用
ほぼすべてのコンフィギュレーションコマンドには、機能をディセーブルにしたり、デフォルト

値に戻したり、設定を削除したりするために使用できるno形式があります。CiscoNX-OSのコマ
ンドリファレンスの資料では、コマンドの no形式が使用できる場合は常に no形式の機能につい
て説明しています。

次の例では、機能をディセーブルにする方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature tacacs+
switch(config)# no feature tacacs+

次の例では、機能のデフォルト値に戻す方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# banner motd #Welcome to the switch#
switch(config)# show banner motd
Welcome to the switch

switch(config)# no banner motd
switch(config)# show banner motd
User Access Verification

次の例では、機能の設定を削除する方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# radius-server host 10.10.2.2
switch(config)# show radius-server
retransmission count:0
timeout value:1
deadtime value:1
total number of servers:1
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following RADIUS servers are configured:
10.10.1.1:

available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

10.10.2.2:
available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

switch(config)# no radius-server host 10.10.2.2
switch(config)# show radius-server
retransmission count:0
timeout value:1
deadtime value:1
total number of servers:1

following RADIUS servers are configured:
10.10.1.1:

available for authentication on port:1812
available for accounting on port:1813

次の例では、EXECモードでコマンドの no形式を使用する方法を示します。
switch# cli var name testinterface ethernet1/2
switch# show cli variables
SWITCHNAME="switch"
TIMESTAMP="2009-05-12-13.43.13"
testinterface="ethernet1/2"

switch# cli no var name testinterface
switch# show cli variables
SWITCHNAME="switch"
TIMESTAMP="2009-05-12-13.43.13"

CLI 変数の設定
ここでは、Cisco NX-OSの CLIで使用する CLI変数について説明します。

CLI 変数について
Cisco NX-OSソフトウェアでは、CLIコマンドで変数を定義して使用することができます。

CLI変数は次の方法で参照できます。

•コマンドラインで直接入力する。

• run-scriptコマンドを使用して開始するスクリプトに渡す。親シェルで定義した変数は、子
の run-scriptコマンドプロセスで使用できます。

CLI変数には、次の特性があります。

•入れ子状態の参照を使用して、別の変数から変数を参照することはできません。

•スイッチのリロードまたは現在のセッションの間だけ存在できます。

Cisco NX-OSでは、事前定義された TIMESTAMPという変数が 1つあります。この変数は、コマ
ンドが実行される現在の時刻を YYYY-MM-DD-HH.MM.SSという形式で参照します。
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TIIMESTAMP変数名は大文字と小文字を区別します。文字はすべて大文字です。（注）

CLI セッションのみの変数の設定
CLIセッション変数を、CLIセッションの期間のみ保持されるように定義できます。これらの変
数は、定期的に実行するスクリプトに役立ちます。名前をカッコで囲み、その前にドル記号（$）
を付加することによって、その変数を参照できます（たとえば、$(variable-name)）。

手順

目的コマンドまたはアクション

CLIセッション変数を設定します。 variable-name
引数には、大文字と小文字を区別して、最大 31

cli var name variable-name
variable-text

例：
switch# cli var name
testinterface ethernet 2/1

ステップ 1   

文字の英数字で値を指定します。 variable-text引
数は 200文字以下の長さの英数字で、大文字と
小文字を区別し、スペースを含むことができま

す。

（任意）

CLI変数の設定を表示します。
show cli variables

例：
switch# show cli variables

ステップ 2   

永続的な CLI 変数の設定
CLIセッションやデバイスのリロードをまたいで保持される CLI変数を設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

CLI固定変数を設定します。変数名は、大
文字と小文字が区別される英数字文字列

cli var name variable-name
variable-text

例：
switch(config)# cli var name
testinterface ethernet 2/1

ステップ 2   

で、英字で始まる必要があります。最大長

は 31文字です。

グローバルコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）

CLI変数の設定を表示します。
show cli variables

例：
switch# show cli variables

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 5   

コマンドエイリアス
ここでは、コマンドエイリアスに関する情報を提供します。

コマンドエイリアスについて

頻繁に使用するコマンドを、コマンドエイリアスに置き換えて定義することができます。コマン

ドエイリアスは、コマンド構文のすべてまたは一部を表すことができます。

コマンドエイリアスには、次の特性があります。

•コマンドエイリアスはすべてのユーザセッションに対してグローバルです。

•コマンドエイリアスをスタートアップコンフィギュレーションに保存すると、再起動後も
維持されます。

•コマンドエイリアス変換は常にすべてのコンフィギュレーションモードまたはサブモード
のすべてのキーワードの中で最優先されます。

•コマンドエイリアスの設定は他のユーザセッションに対してただちに有効になります。

• CiscoNX-OSソフトウェアでは、デフォルトのエイリアスとして aliasが用意されています。
これは、show cli aliasコマンドに相当し、ユーザ定義のすべてのエイリアスを表示します。
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•デフォルトのコマンドエイリアスである aliasを削除または変更することはできません。

•エイリアスは最大で 1の深さにネストできます。 1つのコマンドエイリアスは、有効なコマ
ンドを参照する必要がある別のコマンドエイリアスを参照できますが、その他のコマンド

エイリアスは参照できません。

•コマンドエイリアスは必ず、コマンドラインの最初のコマンドキーワードを置き換えます。

•あらゆるコマンドモードで、コマンドのコマンドエイリアスを定義できます。

•コマンドエイリアスでCLI変数を参照すると、エイリアスには、変数の参照ではなく現在の
変数の値が表示されます。

•検索およびフィルタリングを実行するshowコマンドのコマンドエイリアスを使用できます。

コマンドエイリアスの定義

一般に使用されるコマンドのコマンドエイリアスを定義できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

コマンドエイリアスを設定します。エイリ

アス名は英数字で表します。大文字と小文字

cli alias name alias-name alias-text

例：
switch(config)# cli alias name
ethint interface ethernet

ステップ 2   

は区別されません。先頭は英字にする必要が

あります。 30文字以内で指定します。

グローバルコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）

コマンドエイリアスの設定を表示します。

alias

例：
switch# alias

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーしま

す。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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ユーザセッションのコマンドエイリアスの設定

Cisco NX-OSデバイス上の他のどのユーザからも使用できない、現在のユーザセッションのコマ
ンドエイリアスを作成できます。また、現在のユーザアカウントによる将来の使用のためにコ

マンドエイリアスを保存することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

現在のユーザセッションのコマンドエイリアスを

設定します。このユーザアカウントによる使用の

terminal alias [persist] alias-name
command -string

例：
switch# terminal alias shintbr
show interface brief

ステッ

プ 1   
将来のためにエイリアスを保存するには、persist
キーワードを使用します。

persistキーワードを省略しないでくださ
い。

（注）

コマンドスクリプト
ここでは、複数の作業を実行するコマンドのスクリプトを作成する方法について説明します。

コマンドスクリプトの実行

コマンドのリストをファイルに記述して、CLIから実行することができます。コマンドスクリプ
トでは CLI変数を使用できます。

CLIプロンプトでは、スクリプトファイルは作成できません。スクリプトファイルはリモー
トデバイスで作成して、Cisco NX-OSデバイスの bootflash:、slot0:、または volatile:ディレク
トリにコピーします。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

デフォルトディレクトリでファイルに

記述されたコマンドを実行します。

run-script [bootflash: | slot0: |
volatile:]filename

例：
switch# run-script testfile

ステップ 1   
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端末への情報のエコー

端末に情報をエコーできます。これは、コマンドスクリプトから使用すると特に有効です。エ

コーされたテキストでCLI変数を参照したり、フォーマットオプションを使用したりすることが
できます。

次の表に、テキストに挿入できるフォーマットオプションを示します。

表 6： echo コマンドのフォーマットオプション

説明フォーマットオプション

バックスペースが挿入されます。\b

テキストストリングの最後にある改行文字が削

除されます。

\c

フォームフィード文字が挿入されます。\f

改行文字が挿入されます。\n

テキスト行の最初に戻ります。\r

水平タブ文字が挿入されます。\t

垂直タブ文字が挿入されます。\v

バックスラッシュ文字が表示されます。\\

対応する ASCII 8進文字が表示されます。\nnn

手順

目的コマンドまたはアクション

backslash-interpretキーワードは、テキスト文字列に
フォーマットオプションが含まれていることを示し

echo [backslash-interpret] [text]

例：
switch# echo This is a test.
This is a test.

ステップ 1   

ます。 text引数は、大文字と小文字が区別される英
数字で、空白を含むことができます。最大長は 200
文字です。デフォルトは空白行です。
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コマンド処理の遅延

コマンド処理を一定時間遅らせることができます。これは、コマンドスクリプト内で特に有効で

す。

手順

目的コマンドまたはアクション

数秒の遅延を発生させます。範囲は0～
2147483647です。

sleep seconds

例：
switch# sleep 30

ステップ 1   

状況依存ヘルプ
Cisco NX-OSソフトウェアには、CLIに状況依存ヘルプ機能が用意されています。任意の箇所で
コマンドに疑問符（?）を指定すると、使用できる入力オプションが一覧表示されます。

CLIでは、入力エラーを隔離するためにキャレット（^）記号を使用します。 ^記号は、コマンド
ストリング内のコマンド、キーワード、または引数が誤って入力されている位置に表示されます。

この表では、状況依存ヘルプの出力例について説明します。
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表 7：状況依存ヘルプの例

説明出力例

EXECモードで clockコマンドのコマンド構文
を表示します。

このスイッチの出力では、clockコマンドを使
用するためには setキーワードが必要であるこ
とが示されています。

switch# clock ?
set HH:MM:SS Current Time

switch# clock

時間を設定するためのコマンド構文を表示しま

す。

このヘルプの出力では、クロックの設定に現在

の時刻が必要であることと、時刻の形式が示さ

れています。

switch# clock set ?
WORD HH:MM:SS Current Time

switch# clock set

現在の時刻を追加します。

CLIによって、コマンドが不完全であることが
示されます。

switch# clock set 13:32:00<CR>
% Incomplete command
switch#

入力した前のコマンドを表示します。switch# <Ctrl-P>
switch# clock set 13:32:00

clock setコマンドの他の引数が表示されます。switch# clock set 13:32:00 ?
<1-31> Day of the month

switch# clock set 13:32:00

clock setコマンドの他の引数が表示されます。switch# clock set 13:32:00 18 ?
April Month of the year
August Month of the year
December Month of the year
February Month of the year
January Month of the year
July Month of the year
June Month of the year
March Month of the year
May Month of the year
November Month of the year
October Month of the year
September Month of the year

switch# clock set 13:32:00 18

クロック設定に日付を追加します。

CLIによって、08の箇所にキャレット記号（^）
でエラーがあることが示されます。

switch# clock set 13:32:00 18 April 08<CR>
% Invalid input detected at '^' marker.

年を指定する正しい引数が表示されます。switch# clock set 13:32:00 18 April ?
<2000-2030> Enter the year (no

abbreviation)
switch# clock set 13:32:00 18 April

clock setコマンドの正しい構文を入力します。switch# clock set 13:32:00 18 April 2008<CR>
switch#
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正規表現について
Cisco NX-OSソフトウェアは、showコマンドなどの、CLI出力での検索およびフィルタリングの
ための正規表現をサポートしています。正規表現では大文字と小文字が区別され、また複雑な一

致要件を設定することができます。

特殊文字

その他のキーボード文字（!や~など）を、単一文字パターンとして使用することもできますが、
特定のキーボード文字は、正規表現で使用されると特殊な意味を持ちます。

次の表に、特殊な意味を持つキーボード文字を示します。

表 8：特殊な意味を持つ特殊文字

特殊な意味文字

任意の 1文字（スペースを含む）と一致しま
す。

.

0個以上のパターンのシーケンスと一致します。*

1個以上のパターンのシーケンスと一致します。+

パターンの 0または 1回の出現と一致します。?

文字列の最初と一致します。^

文字列の最後と一致します。$

カンマ（,）、左波カッコ（{）、右波カッコ
（}）、左カッコ（(）、右カッコ（)）、文字列
の先頭、文字列の最後、またはスペースと一致

します。

アンダースコアは、BPG関連のコマ
ンドの正規表現としてのみ扱われま

す。

（注）

_（アンダースコア）

これらの特殊文字を単一文字パターンとして使用するには、各文字の前にバックスラッシュ（\）
を置くことによって、特殊な意味を削除してください。次の例には、それぞれドル記号（$）、
アンダースコア（_）、およびプラス記号（+）に一致する単一文字パターンが含まれています。

\$ \_ \+
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複数文字のパターン

文字、数字、または特別な意味を持たないキーボード文字を組み合わせて、複数文字のパターン

を作成することもできます。たとえば、a4%は複数文字の正規表現です。

複数文字のパターンでは、順序が大切です。a4%という正規表現は、a、4、パーセント記号（%）
の順に並んでいる文字と一致しています。文字列の中に a4%という文字がその順序で含まれてい
ないと、パターンマッチングは失敗します。複数文字正規表現 a.（後にピリオドが続く文字）で
は、特別な意味のピリオド文字が使用され、任意の 1文字が後に続く文字に一致します。この例
では、ab、a!、または a2という文字列がすべてこの正規表現と一致します。

特殊文字の特別な意味を無効にするには、その前にバックスラッシュを挿入します。たとえば、

表現 a\.がコマンド構文で使用されている場合、ストリング a.だけが一致します。

位置指定

特殊文字を使用すると、文字列の最初または最後の位置に対して正規表現パターンを指定するこ

とができます。

次の表に、位置指定に使用できる特殊文字を示します。

表 9：位置指定に使用する特殊文字

説明文字

文字列の最初と一致します。^

文字列の最後と一致します。$

たとえば、正規表現 ^conは、「con」で始まる任意の文字列と一致し、sole$は「sole」で終わる
任意の文字列と一致します。

^記号は、角カッコで囲まれた範囲内で使用すると、論理関数の「not」を表すためにも使用で
きます。たとえば、正規表現 [^abcd]は、a、b、c、または d以外の任意の単一文字に一致する
範囲を示します。

（注）

show コマンドの出力の検索およびフィルタリング
多くの場合、showコマンドの出力は長く、煩雑なものになります。CiscoNX-OSソフトウェアで
は、情報を簡単に見つけることができるように、出力を検索およびフィルタリングするための手

段が提供されています。検索およびフィルタリングオプションは、showコマンドの末尾にある
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パイプ文字（|）の後に続きます。CLIの状況依存ヘルプ機能を使用してオプションを表示できま
す。

switch# show running-config | ?
cut Print selected parts of lines.
diff Show difference between current and previous invocation (creates temp files:

remove them with 'diff-clean' command and don't use it on commands with big
outputs, like 'show tech'!)

egrep Egrep - print lines matching a pattern
grep Grep - print lines matching a pattern
head Display first lines
human Output in human format
last Display last lines
less Filter for paging
no-more Turn-off pagination for command output
perl Use perl script to filter output
section Show lines that include the pattern as well as the subsequent lines that are

more indented than matching line
sed Stream Editor
sort Stream Sorter
sscp Stream SCP (secure copy)
tr Translate, squeeze, and/or delete characters
uniq Discard all but one of successive identical lines
vsh The shell that understands cli command
wc Count words, lines, characters
xml Output in xml format (according to .xsd definitions)
begin Begin with the line that matches
count Count number of lines
end End with the line that matches
exclude Exclude lines that match
include Include lines that match

キーワードのフィルタリングおよび検索

Cisco NX-OS CLIには、コマンド出力の検索とフィルタリングのために、showコマンドで使用で
きる一連のキーワードがあります。

次の表に、CLIの出力をフィルタリングおよび検索するためのキーワードを示します。

表 10：キーワードのフィルタリングおよび検索

説明キーワードの構文

検索文字列に一致するテキストが含まれる行か

ら表示を開始します。検索文字列は、大文字と

小文字が区別されます。

begin string

例：
show version | begin Hardware

コマンドの出力行数を表示します。count

例：
show running-config | count

   Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 5.0(3)U4(1)
26 OL-26544-02-J  

コマンドラインインターフェイスの概要

キーワードのフィルタリングおよび検索



説明キーワードの構文

出力行の一部分だけを表示します。指定した数

のバイト（-b）、文字（-vcut [-d character] {-b
| -c | -f | -s}）、またはフィールド（-f）を表示で
きます。デフォルトのタグ文字以外のフィール

ドデリミタを定義するために、-dキーワード
を使用することもできます。 -sキーワードはデ
リミタを含まない行の表示を抑制します。

cut [-d character] {-b | -c | -f | -s}

例：
show file testoutput | cut -b 1-10

検索文字列が最後に現れる位置まですべての行

を表示します。

end string

例：
show running-config | end interface

検索文字列が含まれないすべての行を表示しま

す。検索文字列は、大文字と小文字が区別され

ます。

exclude string

例：
show interface brief | exclude down

出力の先頭部分を、指定した行数だけ表示しま

す。デフォルトの行数は 10行です。
head [lines lines]

例：
show logging logfile | head lines 50

事前に terminal output xmlコマンドを使用して
出力フォーマットを XMLに設定した場合に、
通常のフォーマットで出力を表示します。

human

例：
show version | human

検索文字列が含まれるすべての行を表示しま

す。検索文字列は、大文字と小文字が区別され

ます。

include string

例：
show interface brief | include up

出力の末尾部分を、指定した行数だけ表示しま

す。デフォルトの行数は 10行です。
last [lines]

例：
show logging logfile | last 50

画面の下端で––More––プロンプトを出して停
止せず、すべての出力を表示します。

no-more

例：
show interface brief | no-more

ストリーミングセキュアコピー（sscp）を使用
して、出力を名前付きSSH接続にリダイレクト
します。名前付き SSH接続を作成するには、
ssh nameコマンドを使用できます。

sscp SSH-connection-name filename

例：
show version | sscp MyConnection
show_version_output

文字数、行数、またはワード数を表示します。

デフォルトでは、行数、ワード数、文字数を表

示します。

wc [bytes | lines | words]

例：
show file testoutput | wc bytes
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説明キーワードの構文

出力を XML形式で表示します。xml

例：
show version | xml

diff ユーティリティ
showコマンドの出力と、このコマンドの前回呼び出し時の出力を比較できます。

show tech-supportコマンドなど、出力が非常に長い showコマンドに対しては、diffユーティ
リティを使用しないでください。

注意

diffユーティリティの構文は次のとおりです。

diff [--left-column] [-B] [-I] [-W columns] [-b] [-c lines] [-I] [-q] [-s] [-y] [again] [echo]

次の表で、diffユーティリティのキーワードについて説明します。

表 11：diff ユーティリティのキーワード

説明キーワード

横並びの形式で、共通の 2つの行のうち左側の
列だけが出力されます。

--left-column

空白行が挿入または削除されただけの違いを無

視します。

-B

正規表現に一致する行が挿入または削除された

だけの違いを無視します。

-I

横並びの形式で出力する列の幅を指定します。

範囲は 0～ 4294967295です。
-W列

空白の数の違いを無視します。デフォルトでは

空白の違いを表示します。

-b

表示されるコンテキストの行数を設定します。

デフォルトの行数は 3です。範囲は 0～
4294967295です。

-c行

大文字と小文字の違いを無視します。デフォル

トでは大文字と小文字の違いを報告します。

-I

ファイルが異なることが示されますが、その違

いの詳細は表示されません。デフォルトでは違

いを表示します。

-q
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説明キーワード

2つの出力が同じであるかどうかを示します。
デフォルトでは、出力が同じ場合は何も表示さ

れません。

-s

横並びの形式を使用して、出力の違いを表示し

ます。デフォルトでは、先に古い方の出力行が

表示され、その後に現在の出力行が表示されま

す。

-y

新しい出力ファイルを作成しません。古い出力

ファイルを使用して、単に表示オプションを変

更し、さらにフィルタを追加します。

again

現在のコマンドの出力をエコーします。この

キーワードは、前のコマンドの出力がない場合

にのみ有効です。

echo

CiscoNX-OSソフトウェアは、現在および以前のすべてのユーザセッションに対する最新の show
コマンドの出力の一時ファイルを作成します。これらの一時ファイルは、diff-cleanコマンドを使
用して削除できます。

diff-clean [all-sessions | all-users]

デフォルトでは、diff-cleanコマンドは現在のユーザのアクティブなセッションの一時ファイルを
削除します。 all-sessionsキーワードを使用すると、現在のユーザの現在および過去のすべての
セッションの一時ファイルが削除されます。 all-usersキーワードを使用すると、すべてのユーザ
の現在および過去のすべてのセッションの一時ファイルが削除されます。

grep および egrep ユーティリティ
Global Regular Expression Print（grep）および Extended grep（egrep）コマンドラインユーティリ
ティを使用すると、showコマンドの出力をフィルタリングすることができます。

grepおよび egrepの構文は次のとおりです。

{grep | egrep} [count] [ignore-case] [invert-match] [line-exp] [line-number] [next lines] [prev lines]
[word-exp] expression}]

次の表に、grepおよび egrepのパラメータを示します。

表 12：grep および egrep のパラメータ

説明パラメータ

一致する行の合計数だけを表示します。count
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説明パラメータ

一致する行の大文字と小文字の違いを無視する

ことを指定します。

ignore-case

式と一致しない行を表示します。invert-match

行が完全に一致する行だけを表示します。line-exp

一致する各行の先頭に行番号を表示することを

指定します。

line-number

一致する行の後に表示する行数を指定します。

デフォルトは 0です。指定できる範囲は 1～
999です。

next lines

一致する行の前に表示する行数を指定します。

デフォルトは 0です。指定できる範囲は 1～
999です。

prev lines

単語が完全に一致する行だけを表示します。word-exp

出力を検索するための正規表現を指定します。expression

less ユーティリティ
lessユーティリティを使用すると、showコマンドの出力内容を一度に 1ページずつ表示すること
ができます。 lessコマンドは :プロンプトに対して入力できます。使用できるすべての lessコマ
ンドを表示するには、:プロンプトに対して hと入力してください。

sed ユーティリティ
ストリームエディタ（sed）ユーティリティを使用して、次のように showコマンドの出力をフィ
ルタリングしたり、操作したりすることができます。

sed command

command引数には、sedユーティリティのコマンドを指定します。

sort ユーティリティ
sortユーティリティを使用すると、showコマンドの出力をフィルタリングできます。

sortユーティリティの構文は次のとおりです。
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sort [-M] [-b] [-d] [-f] [-g] [-i] [-k field-number[.char-position][ordering]] [-n] [-r] [-t delimiter] [-u]
次の表に、sortユーティリティのパラメータを示します。

表 13：sort ユーティリティのパラメータ

説明パラメータ

月でソートします。-M

先頭の空白（スペース文字）を無視します。デ

フォルトのソートには、先頭の空白が含まれま

す。

-b

空白と英数字のみを比較することによってソー

トします。デフォルトのソートには、すべての

文字が含まれます。

-d

小文字を大文字にします。-f

一般的な数値を比較することによってソートし

ます。

-g

印刷可能文字のみを使用してソートします。デ

フォルトのソートには、印刷不可能な文字が含

まれます。

-i

キー値に従ってソートします。デフォルトの

キー値はありません。

-k field-number[.char-position][ordering]

数値文字列の値に従ってソートします。-n

ソート結果の順序を逆にします。デフォルトの

ソート出力は昇順です。

-r

指定されたデリミタを使用してソートします。

デフォルトのデリミタはスペース文字です。

-t delimiter

ソート結果から重複した行を削除します。ソー

ト出力は重複した行を表示します。

-u

--More-- プロンプトからの検索およびフィルタリング
showコマンドの出力で、--More--プロンプトから出力を検索およびフィルタリングできます。

次の表に、--More--プロンプトのコマンドを示します。
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表 14： --More-- プロンプトのコマンド

説明コマンド

出力行を指定された行数または現在の画面サイ

ズだけ表示します。

[lines]<スペース>

出力行を指定された行数または現在の画面サイ

ズだけ表示します。 lines引数を使用すると、
その値が新しいデフォルトの画面サイズになり

ます。

[lines]z

指定した行数または現在のデフォルトの行数だ

け出力行を表示します。初期デフォルトは1行
です。オプションの lines引数を使用すると、
その値が、このコマンドで表示する新しいデ

フォルトの行数になります。

[lines]<リターン>

指定した行数または現在のデフォルトの行数だ

け出力行をスクロールします。初期デフォルト

は 11行です。オプションの lines引数を使用す
ると、その値が、このコマンドで表示する新し

いデフォルトの行数になります。

[lines]dまたは [lines]Ctrl+Shift+D

--More--プロンプトを終了します。qまたは Qまたは Ctrl+C

出力内の指定された行数または現在のデフォル

トの行数だけ前方にスキップし、1画面分の行
を表示します。デフォルトは 1行です。

[lines]s

出力内の指定された画面数または現在のデフォ

ルトの画面数だけ前方にスキップし、1画面分
の行を表示します。デフォルトは1画面です。

[lines]f

現在の行番号を表示します。=

正規表現に一致する行にスキップし、1画面分
の出力行を表示します。式が複数回出現する行

を検索するには、オプションの count引数を使
用します。このコマンドでは、他のコマンドで

使用できる現在の正規表現が設定されます。

[count]/expression

現在の正規表現に一致する次の行にスキップ

し、1画面分の出力行を表示します。一致を通
り越してスキップするには、オプションのcount
引数を使用します。

[count]n
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説明コマンド

shell-cmd引数で指定されたコマンドをサブシェ
ルで実行します。

{! | :![shell-cmd]}

前のコマンドを繰り返します。.

コマンド履歴の使用
Cisco NX-OSソフトウェアの CLIを使用すると、現在のユーザセッションのコマンド履歴にアク
セスできます。変更を加えて、または変更なしでコマンドを呼び出したり、再発行したりできま

す。また、コマンド履歴をクリアすることもできます。

コマンドの呼び出し

コマンド履歴の中のコマンドを呼び出し、任意に変更を加えて、再入力することができます。

次に、コマンドを呼び出して再入力する例を示します。

switch(config)# show cli history
0 11:04:07 configure terminal
1 11:04:28 show interface ethernet 2/24
2 11:04:39 interface ethernet 2/24
3 11:05:13 no shutdown
4 11:05:19 exit
5 11:05:25 show cli history
switch(config)# !1
switch(config)# show interface ethernet 2/24

また、コマンドを呼び出すためにCtrl+PおよびCtrl+Nキーストロークショートカットを使用で
きます。

CLI の履歴呼び出しの制御
Ctrl+PとCtrl+Nのキーストロークショートカットを使用してCLIの履歴から呼び出すコマンドを
制御できます。デフォルトでは、Cisco NX-OSソフトウェアは、現在のコマンドモードおよびそ
れ以上のコマンドモードのすべてのコマンドを呼び出します。たとえば、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで作業している場合は、コマンド呼び出しのキーストロークショートカッ

トによって、EXECモードとグローバルコンフィギュレーションモードの両方のコマンドが呼び
出されます。 terminal history no-exec-in-configコマンドを使用すると、コンフィギュレーション
モードにいるときに EXECモードコマンドの呼び出しを回避できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードで呼び出しのキースト

ロークショートカットが使用されたときに EXECコ
[no] terminal history
no-exec-in-config

例：
switch# terminal history
no-exec-in-config

ステッ

プ 1   
マンドを削除するように CLIの履歴を設定します。
デフォルトでは、EXECコマンドが呼び出されます。
コマンドの no形式を使用して、デフォルトに戻すこ
とができます。

CLI の編集モードの設定
Ctrl+Pと Ctrl+Nのキーストロークショートカットを使用して CLIの履歴からコマンドを呼び出
し、再発行する前にそれらのコマンドを編集できます。デフォルトの編集モードは emacsです。
編集モードを viに変更できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

そのユーザセッションについて、CLIの編集モード
を viに変更します。 persistキーワードは、その設

[no] terminal edit-mode vi
[persist]

例：
switch# terminal edit-mode vi

ステップ 1   

定を現在のユーザ名のセッションをまたいで持続さ

れるようにします。

emacsの使用に戻すには、noを使用します。

コマンド履歴の表示

show cli historyコマンドを使用してコマンド履歴を表示できます。

show cli historyコマンドの構文は次のとおりです。

show cli history [lines] [unformatted]

show cli history [lines] [config-only | exec-only | this-mode-only] [unformatted]

デフォルトでは、表示される行数は12行で、コマンドの番号とタイムスタンプが出力されます。

次に、コマンド履歴をデフォルトの行数だけ表示する例を示します。

switch# show cli history
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次に、コマンド履歴を 20行表示する例を示します。

switch# show cli history 20

次に、コマンド履歴の中のコンフィギュレーションコマンドだけを表示する例を示します。

switch(config)# show cli history config-only

次に、コマンド履歴の中の EXECコマンドだけを表示する例を示します。

switch(config)# show cli history exec-only

次に、現在のコマンドモードに関するコマンド履歴のコマンドだけを表示する例を示します。

switch(config-if)# show cli history this-mode-only

次に、コマンド番号とタイムスタンプを表示せず、コマンド履歴のコマンドだけを表示する例を

示します。

switch(config)# show cli history unformatted

CLI の確認プロンプトのイネーブル/ディセーブル
Cisco NX-OSソフトウェアでは、多くの機能において、処理を続行する前に確認を求めるプロン
プトがCLIに表示されます。これらのプロンプトをイネーブルまたはディセーブルにすることが
できます。デフォルトはイネーブルです。

手順

目的コマンドまたはアクション

CLIの確認プロンプトをディセーブルにします。persist
キーワードは、その設定を現在のユーザ名のセッショ

[no] terminal dont-ask
[persist]

例：
switch# terminal dont-ask

ステップ 1   

ンをまたいで持続されるようにします。デフォルトは

イネーブルです。

CLIの確認プロンプトをイネーブルにするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

CLI の表示色の設定
次のように、表示される CLIの色を変更できます

•前のコマンドの処理が成功した場合は、プロンプトを緑色で表示する。

•前のコマンドの処理が失敗した場合は、プロンプトを赤色でする。

Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 5.0(3)U4(1)    
   OL-26544-02-J 35

コマンドラインインターフェイスの概要

CLI の確認プロンプトのイネーブル/ディセーブル



•ユーザの入力は青色で表示する。

•コマンドの出力はデフォルトの色で表示する。

デフォルトの色は、ターミナルエミュレータソフトウェアによって送信される色です。

手順

目的コマンドまたはアクション

端末セッションのCLIの表示色を設定します。evening
キーワードはサポートされていません。 persistキー

terminal color [evening]
[persist]

例：
switch# terminal color

ステップ 1   

ワードは、その設定を現在のユーザ名のセッションを

またいで持続されるようにします。デフォルト設定は

永続的ではありません。

モジュールへのコマンドの送信
slotコマンドを使用して、コマンドをスーパーバイザモジュールセッションから直接モジュール
に送信できます。

slotの構文は、次のとおりです。

slot slot-number [quoted] command-string

デフォルトでは、command-string引数のキーワードと引数はスペースで区切られます。モジュー
ルに複数のコマンドを送信するには、スペース文字、セミコロン（;）、スペース文字でコマンド
を区切ります。

quotedキーワードは、コマンドストリングの先頭と末尾に二重引用符（"）が使用されることを
示します。スーパーバイザモジュールセッションでだけサポートされている diffなどのフィルタ
リングユーティリティにモジュールコマンド出力をリダイレクトする場合は、このキーワードを

使用します。

次に、モジュール情報を表示したり、フィルタリングしたりする例を示します。

switch# slot 2 show version | grep lc

次に、スーパーバイザモジュールセッションに関するモジュール情報をフィルタリングする例を

示します。

switch# slot 2 quoted "show version" | diff
switch# slot 4 quoted "show version" | diff -c
*** /volatile/vsh_diff_1_root_8430_slot__quoted_show_version.old Wed Apr 29 20:10:41
2009
--- - Wed Apr 29 20:10:41 2009
***************
*** 1,5 ****
! RAM 1036860 kB
! lc2
Software
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BIOS: version 1.10.6
system: version 4.2(1) [build 4.2(0.202)]

--- 1,5 ----
! RAM 516692 kB
! lc4
Software
BIOS: version 1.10.6
system: version 4.2(1) [build 4.2(0.202)]

***************
*** 12,16 ****
Hardware

bootflash: 0 blocks (block size 512b)

! uptime is 0 days 1 hours 45 minute(s) 34 second(s)

--- 12,16 ----
Hardware

bootflash: 0 blocks (block size 512b)

! uptime is 0 days 1 hours 45 minute(s) 42 second(s)

BIOS ローダープロンプト
スーパーバイザモジュールに電源が投入されると、特殊なBIOSイメージが自動的にロードされ、
システムを起動するための有効なキックスタートイメージを見つけようとします。有効なキック

スタートイメージが見つからない場合は、次の BIOSローダープロンプトが表示されます。

loader>

CLI の使用例
ここでは、CLIの使用例について説明します。

コマンドエイリアスの定義

次に、コマンドエイリアスを定義する方法の例を示します。

cli alias name ethint interface ethernet
cli alias name shintbr show interface brief
cli alias name shintupbr shintbr | include up | include ethernet

次に、コマンドエイリアスを使用する方法の例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ethint 2/3
switch(config-if)#

CLI セッション変数の使用
構文 $(variable-name)を使用して変数を参照できます。
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次の例では、ユーザ定義の CLIセッション変数を参照する方法を示します。

switch# show interface $(testinterface)
Ethernet2/1 is down (Administratively down)
Hardware is 10/100/1000 Ethernet, address is 0000.0000.0000 (bia 0019.076c.4dac)
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
auto-duplex, auto-speed
Beacon is turned off
Auto-Negotiation is turned on
Input flow-control is off, output flow-control is off
Auto-mdix is turned on
Switchport monitor is off
Last clearing of "show interface" counters never
5 minute input rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
L3 in Switched:
ucast: 0 pkts, 0 bytes - mcast: 0 pkts, 0 bytes

L3 out Switched:
ucast: 0 pkts, 0 bytes - mcast: 0 pkts, 0 bytes

Rx
0 input packets 0 unicast packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
0 bytes

Tx
0 output packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets
0 bytes
0 input error 0 short frame 0 watchdog
0 no buffer 0 runt 0 CRC 0 ecc
0 overrun 0 underrun 0 ignored 0 bad etype drop
0 bad proto drop 0 if down drop 0 input with dribble
0 input discard
0 output error 0 collision 0 deferred
0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
0 babble
0 Rx pause 0 Tx pause 0 reset

システム定義のタイムスタンプ変数の使用

次の例では、showコマンドの出力をファイルにリダイレクトするときに $(TIMESTAMP)を使用
します。

switch# show running-config > rcfg.$(TIMESTAMP)
Preparing to copy....done
switch# dir

12667 May 01 12:27:59 2008 rcfg.2008-05-01-12.27.59

Usage for bootflash://sup-local
8192 bytes used
20963328 bytes free
20971520 bytes total

コマンドスクリプトの実行

次に、スクリプトファイルで指定する CLIコマンドの例を示します。
switch# show file testfile
configure terminal
interface ethernet 2/1
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no shutdown
end
show interface ethernet 2/1

次に run-scriptコマンドの実行の出力例を示します。

switch# run-script testfile
`configure terminal`
`interface ethernet 2/1`
`no shutdown`
`end`
`show interface ethernet 2/1 `
Ethernet2/1 is down (Link not connected)
Hardware is 10/100/1000 Ethernet, address is 0019.076c.4dac (bia 0019.076c.4dac)
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
Port mode is trunk
auto-duplex, auto-speed
Beacon is turned off
Auto-Negotiation is turned on
Input flow-control is off, output flow-control is off
Auto-mdix is turned on
Switchport monitor is off
Last clearing of "show interface" counters 1d26.2uh
5 minute input rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
5 minute output rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
Rx
0 input packets 0 unicast packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
0 bytes

Tx
0 output packets 0 multicast packets
0 broadcast packets 0 jumbo packets
0 bytes
0 input error 0 short frame 0 watchdog
0 no buffer 0 runt 0 CRC 0 ecc
0 overrun 0 underrun 0 ignored 0 bad etype drop
0 bad proto drop 0 if down drop 0 input with dribble
0 input discard
0 output error 0 collision 0 deferred
0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
0 babble
0 Rx pause 0 Tx pause 0 reset

CLI に関する追加情報
ここでは、CLIに関するその他の情報について説明します。

CLI の関連資料

参照先関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』Cisco NX-OSのライセンス

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals
Command Reference』『Cisco Nexus 3000 Series
NX-OS Command Reference』

コマンドリファレンス
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第 3 章

端末設定およびセッションの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上で端末設定およびセッションを管理する方法について説明
します。

この章は、次の内容で構成されています。

• 端末設定およびセッションに関する情報, 41 ページ

• 端末設定およびセッションのライセンス要件, 44 ページ

• コンソールポートの設定, 44 ページ

• COM1ポートの設定, 46 ページ

• 仮想端末の設定 , 47 ページ

• モデム接続の設定, 49 ページ

• 端末セッションのクリア, 54 ページ

• 端末およびセッション情報の表示, 54 ページ

• ファイルシステムパラメータのデフォルト設定, 55 ページ

• 端末設定およびセッションに関する追加情報, 55 ページ

端末設定およびセッションに関する情報
ここでは、端末設定およびセッションに関する情報について説明します。

端末セッションの設定

Cisco NX-OSソフトウェア機能を使用すると、端末の次の特性を管理できます。

端末タイプ

リモートホストと通信するときに Telnetによって使用される名前
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長さ

一時停止の前に表示されるコマンドの出力の行数

幅

行を折り返す前に表示される文字数

非アクティブセッションのタイムアウト

セッションがデバイスによって終了される前に非アクティブなままになる分数

コンソールポート

コンソールポートは非同期シリアルポートであり、RJ-45コネクタを持つ標準のRS-232ポートを
使用してデバイスに接続し、初期設定を行うことができます。このポートに接続されるすべての

デバイスには、非同期伝送能力が必要です。コンソールポートに対しては、次のパラメータを設

定できます。

データビット

データに使用する 8ビットバイトのビット数を指定します。

非アクティブセッションのタイムアウト

セッションが終了されるまでの、非アクティブ状態の時間を分単位で指定します。

パリティ

エラー検出用の奇数または偶数パリティを指定します。

速度

接続の送信速度を指定します。

ストップビット

非同期回線のストップビットを指定します。

ターミナルエミュレータには、9600ボー、8データビット、1ストップビット、パリティなしを
設定します。

COM1 ポート
COM1ポートは、モデムなどの外部のシリアル通信デバイスに接続できる DB-9インターフェイ
スを備えた RS-232ポートです。 COM1ポートに関して、次のパラメータを設定できます。

データビット

データに使用する 8ビットバイトのビット数を指定します。
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ハードウェアフロー制御

フロー制御ハードウェアをイネーブルにします。

パリティ

エラー検出用の奇数または偶数パリティを指定します。

速度

接続の送信速度を指定します。

ストップビット

非同期回線のストップビットを指定します。

ターミナルエミュレータには、9600ボー、8データビット、1ストップビット、パリティなしを
設定します。

仮想端末

仮想端末回線を使用してCiscoNX-OSデバイスに接続できます。セキュアシェル（SSH）とTelnet
によって、仮想端末セッションが作成されます。仮想端末の非アクティブセッションのタイムア

ウトおよびセッションの最大数制限を設定できます。

モデムのサポート

スーパーバイザモジュールの COM1ポートまたはコンソールポートにモデムを接続できます。
Cisco NX-OSソフトウェアを実行するデバイスでは、次のモデムがテスト済みです。

• MultiTech MT2834BA（http://www.multitech.com/en_us/support/families/multimodemii/）

• Hayes Accura V.92（http://www.zoom.com/products/dial_up_external_serial.html#hayes）

デバイスの起動中は、モデムを接続しないでください。デバイスの電源が入っている場合の

み、モデムを接続できます。

（注）

Cisco NX-OSソフトウェアには、接続されたモデムを検出するためのデフォルトの初期化文字列
（ATE0Q1&D2&C1S0=1\015）が用意されています。デフォルトの文字列は次のように定義され
ています。

AT

アテンション

E0（必須）

エコーなし
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Q1

結果コードオン

&D2

通常のデータ端末動作可能（DTR）オプション

&C1

データキャリア状態の追跡がイネーブル

S0=1

1回の呼び出し音の後に応答

\015（必須）

8進数値での復帰

端末設定およびセッションのライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

端末の設定にライセンスは不要です。ライセン

スパッケージに含まれていない機能はすべて

CiscoNX-OSシステムイメージにバンドルされ
ており、追加費用は一切発生しません。 Cisco
NX-OSのライセンス方式の詳細については、を
参照してください。

Cisco NX-OS

コンソールポートの設定
コンソールポートの次の特性を設定できます。

•データビット

•非アクティブセッションのタイムアウト

•パリティ

•速度

•ストップビット

はじめる前に

コンソールポートにログインします。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

コンソールコンフィギュレーションモード

を開始します。

line console

例：
switch# line console
switch(config-console)#

ステップ 2   

バイト当たりのデータビットの数を設定し

ます。有効な範囲は 5～ 8です。デフォル
トは 8です。

databits bits

例：
switch(config-console)# databits
7

ステップ 3   

非アクティブセッションのタイムアウトを

設定します。有効な範囲は 0～ 525600分
exec-timeout minutes

例：
switch(config-console)#
exec-timeout 30

ステップ 4   

（8760時間）です。 0分の値を設定する
と、セッションタイムアウトはディセーブ

ルになります。デフォルトは 30分です。

パリティを設定します。デフォルトはnone
です。

parity {even | none | odd}

例：
switch(config-console)# parity
even

ステップ 5   

送受信の速度を設定します。デフォルトは

115200です。
speed {300 | 1200 | 2400 | 4800 | 9600
| 38400 | 57600 | 115200}

例：
switch(config-console)# speed
115200

ステップ 6   

ストップビットを設定します。デフォルト

は 1です。
stopbits {1 | 2}

例：
switch(config-console)# stopbits
2

ステップ 7   

コンソールコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：
switch(config-console)# exit
switch(config)#

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

コンソールの設定を表示します。

show line console

例：
switch(config)# show line console

ステップ 9   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 10   

COM1 ポートの設定
COM1ポートの次の特性を設定できます。

•データビット

•ハードウェア上のフロー制御

•パリティ

•速度

•ストップビット

はじめる前に

コンソールポートまたは COM1ポートにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

COM1コンフィギュレーションモードを開
始します。

line com1

例：
switch# line com1
switch(config-com1)#

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

バイト当たりのデータビットの数を設定し

ます。有効な範囲は 5～ 8です。デフォル
トは 8です。

databits bits

例：
switch(config-com1)# databits 7

ステップ 3   

ハードウェア上のフロー制御をイネーブル

にします。デフォルトはイネーブルです。

flowcontrol hardware

例：
switch(config-com1)# flowcontrol
hardware

ステップ 4   

ハードウェア上のフロー制御をディセーブ

ルにするには、no flowcontrol hardwareコ
マンドを使用します。

パリティを設定します。デフォルトはnone
です。

parity {even | none | odd}

例：
switch(config-com1)# parity even

ステップ 5   

送受信の速度を設定します。デフォルトは

9600です。
speed {300 | 1200 | 2400 | 4800 | 9600
| 38400 | 57600 | 115200}

例：
switch(config-com1)# speed 115200

ステップ 6   

ストップビットを設定します。デフォルト

は 1です。
stopbits {1 | 2}

例：
switch(config-com1)# stopbits 2

ステップ 7   

COM1コンフィギュレーションモードを終
了します。

exit

例：
switch(config-com1)# exit
switch(config)#

ステップ 8   

（任意）

COM1ポートの設定を表示します。
show line com1

例：
switch(config)# show line com1

ステップ 9   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 10   

仮想端末の設定
ここでは、Cisco NX-OSデバイスに仮想端末を設定する方法について説明します。
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非アクティブセッションのタイムアウトの設定

Cisco NX-OSデバイス上の非アクティブな仮想端末セッションのタイムアウトを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

ラインコンフィギュレーションモードを開

始します。

line vty

例：
switch# line vty
switch(config-line)#

ステップ 2   

非アクティブセッションのタイムアウトを

設定します。有効な範囲は 0～ 525600分
exec-timeout minutes

例：
switch(config-line)# exec-timeout
30

ステップ 3   

（8760時間）です。0分の値を指定すると、
タイムアウトがディセーブルになります。

デフォルト値は 30です。

ラインコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：
switch(config-line)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）

仮想端末の設定を表示します。

show running-config all | begin vty

例：
switch(config)# show
running-config all | begin vty

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

セッション制限の設定

Cisco NX-OSデバイス上の仮想端末セッションの数を制限できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

ラインコンフィギュレーションモードを

開始します。

line vty

例：
switch# line vty
switch(config-line)#

ステップ 2   

CiscoNX-OSデバイスの仮想セッションの
最大数を設定します。範囲は 1～ 60で
す。デフォルトは 32です。

session-limit sessions

例：
switch(config-line)# session-limit
10

ステップ 3   

ラインコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：
switch(config-line)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）

仮想端末の設定を表示します。

show running-config all | being vty

例：
switch(config)# show running-config
all | begin vty

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

モデム接続の設定
COM1ポートまたはコンソールポートにモデムを接続できます。

モデムの接続には、COM1ポートを使用することを推奨します。

モデム接続のイネーブル化

モデムを使用するには、その前にポート上のモデム接続をイネーブルにする必要があります。
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はじめる前に

コンソールポートにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

COM1コンフィギュレーションモードま
たはコンソールコンフィギュレーション

モードを開始します。

次のいずれかのコマンドを入力します。

目的コマンド

ステップ 2   

COM1コンフィギュレー
ションモードを開始しま

す。

line com1

コンソールコンフィギュ

レーションモードを開始

します。

line console

例：
switch# line com1
switch(config-com1)#

COM1またはコンソールポート上のモデ
ム入力をイネーブルにします。

modem in

例：
switch(config-com1)# modem in

ステップ 3   

COM1またはコンソールコンフィギュ
レーションモードを終了します。

exit

例：
switch(config-com1)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）

コンソールと COM1の設定を表示しま
す。

show line

例：
switch(config)# show line

ステップ 5   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   
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デフォルトの初期化文字列のダウンロード

Cisco NX-OSソフトウェアでは、モデムでの接続用にダウンロードできるデフォルトの初期化文
字列が用意されています。デフォルトの初期化文字列は ATE0Q1&D2&C1S0=1\015です。

はじめる前に

コンソールポートにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 2   

説明オプション

COM1コンフィギュレー
ションモードを開始しま

す。

line com1

コンソールコンフィギュ

レーションモードを開始し

ます。

line console

例：
switch# line com1
switch(config-com1)#

モデムにデフォルトの初期化文字列

を書き込みます。

modem init-string default

例：
switch(config-com1)# modem init-string
default

ステップ 3   

COM1またはコンソールコンフィ
ギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：
switch(config-com1)# exit
switch(config)#

ステップ 4   

（任意）

COM1とコンソールの設定を表示し
ます。

show line

例：
switch(config)# show line

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、ス

タートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

ユーザ指定の初期化文字列の設定およびダウンロード

デフォルトの初期化文字列がモデムと互換性がない場合は、独自の初期化を設定してダウンロー

ドできます。

はじめる前に

コンソールポートにログインします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

次のいずれかのコマンドを入力しま

す。

ステップ 2   

説明オプション

COM1コンフィギュレー
ションモードを開始し

ます。

line com1

コンソールコンフィ

ギュレーションモード

を開始します。

line console

例：
switch# line com1
switch(config-com1)#
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目的コマンドまたはアクション

COM1またはコンソールポートのユーザ
指定の初期化文字列を設定します。初期

modem set-string user-input string

例：
switch(config-com1)# modem set-string

user-input ATE0Q1&D2&C1S0=3\015

ステップ 3   

化文字列は、最大100文字の長さの英数字
で、大文字と小文字が区別され、特殊文字

を含むことができます。

文字列を初期化する前に、まず

user-inputの文字列を設定する必
要があります。

（注）

COM1またはコンソールポートに接続さ
れたモデムにユーザ指定の初期化文字列を

書き込みます。

modem init-string user-input

例：
switch(config-com1)# modem
init-string
user-input

ステップ 4   

COM1またはコンソールコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：
switch(config-com1)# exit
switch(config)#

ステップ 5   

（任意）

COM1とコンソールの設定を表示します。
show line

例：
switch(config)# show line

ステップ 6   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピー

します。

copy running-config startup-config

例：
switch(config)# copy running-config

startup-config

ステップ 7   

電源が入っている Cisco NX-OS デバイスでのモデムの初期化
電源が入っている物理デバイスにモデムを接続する場合は、使用する前にモデムを初期化する必

要があります。

はじめる前に

Cisco NX-OSデバイスがブートシーケンスの実行を完了し、システムイメージが実行されるまで
待った後、デバイスの COM1ポートまたはコンソールポートにモデムを接続します。

ポートでモデム接続をイネーブルにします。
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手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスに接続されたモデムを初

期化します。

modem connect line {com1 | console}

例：
switch# modem connect line com1

ステップ 1   

関連トピック

モデム接続のイネーブル化, （49ページ）

端末セッションのクリア
Cisco NX-OSデバイス上の端末セッションをクリアできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

デバイス上のユーザセッションを表示しま

す。

show users

例：
switch# show users

ステップ 1   

特定の回線上の端末セッションをクリアしま

す。回線名は、大文字と小文字が区別されま

す。

clear line name

例：
switch# clear line pts/0

ステップ 2   

端末およびセッション情報の表示
端末およびセッションに関する情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

端末の設定を表示します。show terminal

COM1ポートおよびコンソールポートの設定を
表示します。

show line

仮想端末セッションを表示します。show users
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目的コマンド

実行コンフィギュレーションのユーザアカウン

ト設定を表示します。 allキーワードを指定す
ると、ユーザアカウントのデフォルト値が表示

されます。

show running-config [all]

これらのコマンドの出力にあるフィールドの詳細については、を参照してください。

ファイルシステムパラメータのデフォルト設定
次の表に、ファイルシステムパラメータのデフォルト設定を示します。

表 15：ファイルシステムのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

bootflash:デフォルトのファイルシステム

端末設定およびセッションに関する追加情報
ここでは、NX-OSデバイス上の端末設定およびセッションに関するその他の情報について説明し
ます。

端末設定およびセッションの関連資料

参照先関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス

『Cisco Nexus 3000 Command Reference』コマンドリファレンス
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第 4 章

基本的なデバイス管理

この章では、Cisco NX-OSデバイスで基本的な管理作業を実行する方法について説明します。

この章は、次の内容で構成されています。

• 基本的なデバイス管理に関する情報, 57 ページ

• 基本的なデバイス管理のライセンス要件, 59 ページ

• デバイスのホスト名の変更, 59 ページ

• MOTDバナーの設定, 60 ページ

• タイムゾーンの設定, 61 ページ

• 夏時間の設定, 62 ページ

• デバイスクロックの手動設定, 63 ページ

• Clock Managerの設定, 63 ページ

• ユーザの管理, 64 ページ

• デバイス設定の確認, 65 ページ

• 基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定, 66 ページ

• 基本的なデバイス管理に関する追加情報, 66 ページ

基本的なデバイス管理に関する情報
ここでは、基本的なデバイス管理について説明します。
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デバイスのホスト名

コマンドプロンプトに表示されるデバイスのホスト名を、デフォルト（switch）から別の文字列
に変更できます。デバイスに一意のホスト名を指定すると、コマンドラインインターフェイス

（CLI）のプロンプトからデバイスを容易に識別できるようになります。

Message-of-the-Day バナー
Message-of-The-Day（MOTD）バナーは、デバイスのユーザログインプロンプトの前に表示され
ます。このメッセージには、デバイスのユーザに表示する情報を含めることができます。

デバイスクロック

NTPクロックソースなど、有効な外部のタイミングメカニズムを使用してデバイスの時刻を同期
させない場合は、デバイスの起動時にクロックの時刻を手動で設定できます。

Clock Manager
Nexus 7000シャーシには、同期が必要になることがある、異なるタイプのクロックが含まれてい
る可能性があります。これらのクロックはさまざまなコンポーネント（スーパーバイザ、LCプ
ロセッサ、ラインカードなど）の一部であり、それぞれ異なるプロトコルを使用している可能性

があります。

Clock Managerは、これらの異なるクロックを同期するための方法を提供します。

タイムゾーンと夏時間

デバイスのタイムゾーンと夏時間を設定できます。これらの時間は、協定世界時（UTC）のク
ロック時刻をオフセットします。UTCは、地球の回転の遅れを補正するために、周期的にうるう
秒が追加された国際原子時（TAI）です。UTCは以前、グリニッジ標準時（GMT）と呼ばれてい
ました。

ユーザセッション

デバイス上のアクティブなユーザセッションを表示できます。また、ユーザセッションにメッ

セージを送信することもできます。ユーザセッションおよびアカウントの管理の詳細について

は、を参照してください。
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基本的なデバイス管理のライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

基本的なデバイス管理にはライセンスは不要で

す。ライセンスパッケージに含まれていない

機能はすべてCiscoNX-OSシステムイメージに
バンドルされており、追加費用は一切発生しま

せん。CiscoNX-OSのライセンス方式の詳細に
ついては、を参照してください。

Cisco NX-OS

デバイスのホスト名の変更
コマンドプロンプトに表示されるデバイスのホスト名を、デフォルト（switch）から別の文字列
に変更できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

デバイスのホスト名を変更します。 name
引数には、大文字と小文字を区別して、最

{hostname | switchname} name

例：

ステップ 2   

大 32文字の英数字で値を指定します。デ
フォルトは switchです。hostnameコマンドの使用：

switch(config)# hostname
Engineering1
Engineering1(config)#

switchnameコマンドは、
hostnameコマンドと同じ機能を
実行します。

（注）

switchnameコマンドの使用：
Engineering1(config)# switchname
Engineering2
Engineering2(config)#

グローバルコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：
Engineering2(config)# exit
Engineering2#

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
Engineering2# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

MOTD バナーの設定
ユーザがログインしたときに端末にログインプロンプトの前に表示されるようにMOTDを設定で
きます。MOTDバナーには次の特性があります。

• 1行当たり最大 80文字

•最大 40行

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

MOTDバナーを設定します。 messageテキ
スト内では delimiting-characterを使用しな
いでください。

banner motd delimiting-character
message delimiting-character

例：
switch(config)# banner motd
#Welcome to the Switch#
switch(config)#

ステップ 2   

デリミタとして "および %は使
用しないでください。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）

設定されたMOTDバナーを表示します。
show banner motd

例：
switch# show banner motd

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

タイムゾーンの設定
デバイスクロックの時刻を UTCからオフセットするようにタイムゾーンを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

タイムゾーンを設定します。 zone name引数
は、タイムゾーンの略語を示す 3文字の文字

clock timezone zone-name
offset-hours offset-minutes

例：
switch(config)# clock timezone
EST -5 0

ステップ 2   

列（PSTや ESTなど）です。 offset-hours引数
は UTCからのオフセットであり、その範囲は
-23～ 23時間です。 offset-minutes引数の範囲
は 0～ 59分です。

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）

時刻とタイムゾーンを表示します。

show clock

例：
switch# show clock

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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夏時間の設定
夏時間がデバイスに対して有効になるタイミングを設定し、分単位でオフセットできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

夏時間を設定します。clock summer-time zone-name
start-week start-day start-month

ステップ 2   

zone-name引数は、タイムゾーンの略語を示す 3
文字の文字列（PSTや ESTなど）です。

start-time end-week end-day
end-month end-time offset-minutes

例：
switch(config)# clock
summer-time PDT

start-day引数と end-day引数の値は、Monday、
Tuesday、Wednesday、Thursday、Friday、
Saturday、および Sundayです。

1 Sunday March 02:00 1 Sunday
November 02:00 60 start-month引数と end-month引数の値は、

January、February、March、April、May、
June、July、August、September、October、
November、および Decemberです。

start-time引数と end-time引数の値の形式は、
hh:mmです。

offset-minutes引数の範囲は 0～ 1440分です。

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）

設定されたMOTDバナーを表示します。
show clock detail

例：
switch(config)# show clock
detail

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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デバイスクロックの手動設定
デバイスがリモートの時刻源にアクセスできない場合は、クロックを手動で設定できます。

はじめる前に

タイムゾーンを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスクロックを設定します。clock set time day month year

例：
switch# clock set 15:00:00 30
May 2008
Fri May 30 15:14:00 PDT 2008

ステップ 1   

time引数の形式は、hh:mm:ssです。

day引数の範囲は 1～ 31です。

month引数の値は、January、February、March、
April、May、June、July、August、September、
October、November、および Decemberです。

year引数の範囲は 2000～ 2030です。

（任意）

現在のクロック値を表示します。

show clock

例：
switch(config)# show clock

ステップ 2   

関連トピック

タイムゾーンの設定, （61ページ）

Clock Manager の設定
Nexus 7000のシャーシに搭載されているコンポーネントのすべてのクロックを同期するように、
Clock Managerを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

Clock Managerを設定します。clock protocol protocol
vdc vdc-num

ステッ

プ 1   protocol引数の値は、ptp、ntp、および noneです。
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目的コマンドまたはアク

ション

例：
#clock protocol ptp vdc
2

次に、値について説明します。

• ptp：IEEE1588で説明されているように、PrecisionTime
Protocol（PTP）を使用してクロックを同期させます。

• ntp：ネットワークタイムプロトコル（NTP）を使用し
てクロックを同期させます。

• none：「clock set <HH:MM:SS>」を使用して、SUPク
ロックを設定します。

noneを使用する場合は、指定された VDCで
クロックを設定する必要があります。

（注）

プロトコルが設定されると、指定したVDCの
クロックでそのプロトコルを使用します。

たとえば、「clock protocol ptp vdc 2」という
コマンドを入力すると、VDC 2で PTPが設定
されます。

（注）

vdc引数の範囲は、1～ 8です。

（任意）

Clock Managerの設定を表示します。
show run clock_manager

例：
#show run clock_manager

ステッ

プ 2   

ユーザの管理
デバイスにログインしているユーザに関する情報を表示し、これらのユーザにメッセージを送信

できます。

ユーザセッションに関する情報の表示

デバイス上のユーザセッションに関する情報を表示できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ユーザセッションを表示します。show users

例：
switch# show users

ステップ 1   

ユーザへのメッセージ送信

デバイスの CLIを現在使用しているアクティブなユーザに、メッセージを送信できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

アクティブなユーザセッションを表示します。

show users

例：
switch# show users

ステップ 1   

アクティブなユーザすべて、または特定のユー

ザにメッセージを送信します。メッセージは

send [session line] message-text

例：
switch# send Reloading the
device is 10 minutes!

ステップ 2   

最大 80文字の英数字で、大文字と小文字を区
別します。

デバイス設定の確認
POAPを使用してデバイスをブートストラップ後に設定を確認するには、次のコマンドのいずれ
かを使用します。

目的コマンド

実行コンフィギュレーションを表示します。show running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示

します。

show startup-config

これらのコマンドの出力にあるフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 3000 Series NX-OS
Command Reference』を参照してください。
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基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定
次の表に、基本的なデバイスパラメータのデフォルト設定を示します。

表 16：デフォルトの基本的なデバイスパラメータ

デフォルトパラメータ

User Access VerificationMOTDバナーのテキスト

UTCクロックのタイムゾーン

基本的なデバイス管理に関する追加情報
基本的なデバイス管理に関連したその他の情報を見つけることができます。

基本的なデバイス管理の関連資料

参照先関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals
Command Reference』『Cisco Nexus 3000 Series
NX-OS Command Reference』

コマンドリファレンス
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第 5 章

PowerOn 自動プロビジョニングの使用

この章では、PowerOn自動プロビジョニング（POAP）の導入と使用方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

• PowerOn自動プロビジョニングに関する情報, 67 ページ

• POAPの注意事項および制約事項, 74 ページ

• POAPを使用するためのネットワーク環境の設定, 75 ページ

• POAPを使用したスイッチの設定, 76 ページ

• デバイス設定の確認, 76 ページ

• POAPの関連資料, 77 ページ

PowerOn 自動プロビジョニングに関する情報
PowerOn自動プロビジョニング（POAP）は、ソフトウェアイメージをアップグレードし、ネッ
トワークで初めて導入される Cisco Nexusスイッチにコンフィギュレーションファイルをインス
トールするプロセスを自動化します。

POAP機能を備えた Cisco Nexusシリーズスイッチが起動し、スタートアップコンフィギュレー
ションが検出されない場合、スイッチは POAPモードを開始し、設定スクリプトファイルを含む
USBデバイスをチェックします。該当デバイスが見つかった場合、ソフトウェアイメージファ
イルとスイッチコンフィギュレーションファイルも含まれているかどうかチェックします。

スイッチが USBデバイスを検出しない場合、または USBデバイスに必要なイメージファイルや
スイッチコンフィギュレーションファイルが含まれていない場合、スイッチはDHCPサーバを見
つけ、そのインターフェイス IPアドレス、ゲートウェイ、および DNSサーバ IPアドレスを使用
してスイッチ自体をブートストラップします。スイッチは、TFTPサーバの IPアドレス、または
HTTPサーバの URLを取得して、必要なコンフィギュレーションファイルをダウンロードしま
す。
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DHCP情報は、USBデバイスにコンフィギュレーションファイルがない場合に、POAPプロセ
スの間だけ使用されます。

（注）

POAP のネットワーク要件
必要なインストールファイルが格納されているUSBデバイスを使用できない場合、POAPには次
のネットワークインフラストラクチャが必要です。

•インターフェイス IPアドレス、ゲートウェイアドレス、および DNSサーバをブートスト
ラップする DHCPサーバ

•ソフトウェアイメージのインストールとコンフィギュレーションプロセスを自動化するた
めに使用される設定スクリプトを含む TFTPまたは HTTPサーバ

•目的のソフトウェアイメージとコンフィギュレーションファイルが格納されている 1つ以
上のサーバ

図 1：POAP のネットワークインフラストラクチャ
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POAP 設定スクリプト
シスコによって提供されている参照スクリプトは、次の機能をサポートします。

•スイッチ固有の識別子、たとえば、シリアル番号を取得します。

•スイッチ上にまだファイルが存在しない場合は、ソフトウェアイメージ（システムイメー
ジとキックスタートイメージ）をダウンロードします。ソフトウェアイメージはスイッチ

にインストールされ、次のリブート時に使用されます。

•ダウンロードした設定をスイッチの次回リブート時に適用されるようにスケジュールしま
す。

•スタートアップコンフィギュレーションとして設定を保存します。

Pythonプログラミング言語および Tool Command Language（Tcl）を使用して開発されたサンプル
の設定スクリプトが用意されています。ネットワーク環境の要件を満たすようにこれらのスクリ

プトの 1つをカスタマイズできます。

Pythonを使用したこのスクリプトのカスタマイズの詳細については、『Cisco Nexus 3000 Series
NX-OS Python API Reference Guide』を参照してください。このマニュアルは、次のURLで入手で
きます。http://www.cisco.com/en/US/products/ps11541/products_programming_reference_guides_list.html

POAP プロセス
POAPプロセスには次のフェーズがあります。

1 電源投入

2 USBの検出

3 DHCPの検出

4 スクリプトの実行

5 インストール後のリロード
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これらのフェーズ内で、他のプロセスとデシジョンポイントが発生します。次の図に、POAPプ
ロセスのフロー図を示します。

図 2：POAP プロセス
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電源投入フェーズ

スイッチの初回電源投入時に、製造時にインストールされているソフトウェアイメージがロード

され、起動元となるコンフィギュレーションファイルが検索されます。コンフィギュレーション

ファイルが存在しない場合、POAPモードが開始します。

起動時に、POAPを中止して、通常の設定を続行するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されま
す。終了するか、または POAPを続行するかを選択できます。

POAPを続行する場合、ユーザの介入は不要です。 POAPを中止するかどうかを尋ねるプロン
プトは、POAPプロセスが完了するまで表示されています。

（注）

POAPモードを終了する場合は、通常のインタラクティブセットアップスクリプトを入力しま
す。 POAPモードで続行すると、すべての前面パネルインターフェイスが、レイヤ 3モードで設
定され、デバイスがレイヤ 2転送に参加しないようになります。

USB の検出フェーズ
POAPが開始すると、プロセスはアクセス可能なすべての USBデバイスのルートディレクトリ
で、POAP設定スクリプトファイル（Pythonスクリプトファイルの poap_script.py、または Tclス
クリプトファイルのpoap_script.tcl）、コンフィギュレーションファイル、およびシステムイメー
ジとキックスタートイメージを検索します。

設定スクリプトファイルをUSBデバイス上で検出した場合、POAPは設定スクリプトの実行を開
始します。設定スクリプトファイルをUSBデバイス上で検出できなかった場合、POAPはDHCP
の検出を実行します。（障害が発生した場合、POAPプロセスは、POAPが成功するか、手動で
POAPプロセスを停止するまで、USBの検出と DHCPの検出を交互に行います）。

設定スクリプトで指定されたソフトウェアイメージおよびスイッチコンフィギュレーションファ

イルが存在する場合、POAPはそれらのファイルを使用して、ソフトウェアをインストールし、
スイッチを設定します。ソフトウェアイメージおよびスイッチコンフィギュレーションファイ

ルが USBデバイスに存在しない場合、POAPはクリーンアップを実行して、DHCPフェーズを最
初から開始します。

DHCP の検出フェーズ
スイッチは、1台以上のDHCPサーバからのDHCPオファーを送信請求しているすべてのアクティ
ブなインターフェイス（mgmtインターフェイスを含む）のDHCP検出メッセージを送信します。
Cisco Nexusスイッチの DHCPクライアントは、クライアント IDオプションのスイッチのシリア
ル番号を使用して、DHCPサーバに対して自身を識別させます。 DHCPサーバは、DHCPクライ
アントに、IPアドレスやスクリプトファイル名などの情報を返送するためにこの IDを使用でき
ます。
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POAPには最小で 3600秒（1時間）の DHCPリース期間が必要です。 POAPは DHCPリース期間
をチェックします。 DHCPリース期間が 3600秒（1時間）未満に設定されている場合、POAPは
DHCPネゴシエーションを完了しません。

DHCPの検出メッセージは、DHCPサーバの次のオプションも送信請求します。

• TFTPサーバ名または TFTPサーバアドレス：DHCPサーバは、DHCPクライアントに TFTP
サーバ名または TFTPサーバアドレスをリレーします。DHCPクライアントは、この情報を
使用して TFTPサーバと通信して、スクリプトファイルを取得します。

•ブートファイル名：DHCPサーバは、DHCPクライアントにブートファイル名をリレーしま
す。ブートファイル名には TFTPサーバ上のブートファイルの完全なパスが含まれていま
す。 DHCPクライアントは、この情報を使用してスクリプトファイルをダウンロードしま
す。

要件を満たす複数のDHCPオファーを受信した場合、オファーはランダムに選択されます。デバ
イスが選択された DHCPサーバとの DHCPのネゴシエーション（要求と確認応答）を完了する
と、DHCPサーバは、スイッチに IPアドレスを割り当てます。 POAPプロセスの後続のステップ
のいずれかが失敗した場合、IPアドレスは DHCPサーバに戻されます。
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要件を満たす DHCPオファーがない場合、スイッチは DHCPネゴシエーション（要求と確認応
答）を完了せず、IPアドレスは割り当てられません。

図 3：DHCP の検出フェーズ

スクリプトの実行フェーズ

デバイスが DHCP確認応答の情報を使用してデバイス自体をブートストラップすると、スクリプ
トファイルが、TFTPサーバまたは HTTPサーバからダウンロードされます。

スイッチが設定スクリプトを実行し、ソフトウェアイメージがダウンロードおよびインストール

されて、スイッチ固有のコンフィギュレーションファイルがダウンロードされます。
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ただし、スイッチ上で現在実行中のソフトウェアイメージがコンフィギュレーションファイル内

のコマンドのすべてをサポートしていない可能性があるため、この時点では、コンフィギュレー

ションファイルはスイッチに適用されません。スイッチは、再起動後に新しいソフトウェアイ

メージの実行を開始します（インストールされている場合）。この時点で、設定がスイッチに適

用されます。

スイッチの接続が切断されると、スクリプトが停止し、スイッチがその元のソフトウェアイ

メージとブートアップ変数をリロードします。

（注）

インストール後のリロードフェーズ

スイッチが再起動して、アップグレードしたソフトウェアイメージの設定が適用（リプレイ）さ

れます。その後、スイッチにより実行コンフィギュレーションがスタートアップコンフィギュ

レーションにコピーされます。

POAP の注意事項および制約事項
• POAPが機能するためには、Cisco Nexusスイッチソフトウェアイメージが POAPをサポー
トしている必要があります。

• POAPはスタートアップコンフィギュレーションが存在する場合でも、boot poap enableコ
マンドを使用して起動できます。

• LACPレイヤ3ポートチャネルが、POAPを使用してブートストラップされているCiscoNexus
デバイスに接続されたアップリンクデバイスに設定されている場合、ポートチャネルは、

すべてのメンバリンクが中断ステートにあるため非アクティブです。したがって、POAPを
使用してブートストラップされている Cisco Nexusデバイスは、POAPに必要な DHCPサー
バまたはその他のインフラストラクチャデバイスにアクセスできません。この問題を回避

するには、POAPを使用してブートストラップされているCiscoNexusデバイスに接続された
アップリンクデバイス上にスタティック L3ポートチャネルを設定します。

• VPCリンクのスタティックポートチャネルを使用しているvPCペアの一部であるCiscoNexus
デバイスをブートストラップするためにPOAPを使用する場合、CiscoNexusデバイスはPOAP
の起動時にそのすべてのリンクをアクティブにします。VPCのリンクの端に二重接続されて
いるデバイスは、Cisco Nexusデバイスに接続されているポートチャネルメンバリンクにそ
のトラフィックの一部またはすべての送信を開始する場合があり、トラフィックが失われる

ことがあります。

この問題を回避するには、POAPを使用してブートストラップされているCiscoNexusデバイ
スへのトラフィックの転送をリンクが誤って開始しないように vPCリンクにLACPを設定で
きます。

• LACPポートチャネルを介して Cisco Nexus 7000シリーズのデバイスにダウンストリームに
接続されているCiscoNexusデバイスをブートストラップするためにPOAPを使用する場合、
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Cisco Nexus 7000シリーズデバイスは、そのメンバポートをポートチャネルの一部として組
み込むことができない場合、メンバポートをデフォルトで一時停止にします。この問題を

回避するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでno lacp suspend-individual
コマンドを使用して、メンバポートを一時停止しないようにCisco Nexus 7000シリーズデバ
イスを設定します。

•重要な POAPアップデートは syslogに記録され、シリアルコンソールから使用できます。

•重大な POAPエラーはブートフラッシュに記録されます。ファイル名の形式は、
date-time_poap_PID_[init,1,2].logです。date-timeは YYYYMMDD_hhmmss形式で、PIDはプ
ロセス IDです。

•スクリプトログはブートフラッシュディレクトリに保存されます。ファイル名の形式は、
date-time_poap_PID_script.logです。date-timeはYYYYMMDD_hhmmss形式で、PIDはプロセ
ス IDです。

•スケジューラ設定はPOAPを使用してリプレイできません。スケジューラ設定をリプレイで
きない理由は、スケジューラ設定の作成時にログインしていたユーザ（たとえば「admin」）
にスケジューラ設定が関連付けられているためです。 POAPを使用した設定のリプレイが特
定のユーザに関連付けられていないため、スケジューラ設定はリプレイできず、失敗しま

す。

スケジューラを設定する代わりに、EmbeddedEventManager（EEM）を設定します。EEMの
設定は、POAPを使用してダウンロードおよびリプレイできます。

POAP を使用するためのネットワーク環境の設定

手順

ステップ 1 シスコが提供する基本設定スクリプトを変更するか、または独自のスクリプトを作成します。詳

細については、『Python Scripting and API Configuration Guide』を参照してください。
ステップ 2 （任意） スイッチにアクセスできる USBデバイスに、POAPの設定スクリプト、その他の必要

なソフトウェアイメージ、およびスイッチコンフィギュレーションファイルを設定します。

ステップ 3 DHCPサーバを配置し、インターフェイス、ゲートウェイ、TFTPサーバの IPアドレス、および
設定スクリプトファイルのパスと名前があるブートファイルを指定して設定します。（この情報

は、スイッチの初回起動時にスイッチに提供されます）。

すべてのソフトウェアイメージとスイッチコンフィギュレーションファイルが USBデバイス上
にある場合、DHCPサーバを配置する必要はありません。

ステップ 4 設定スクリプトをホストするために TFTPまたは HTTPサーバを配置します。

ステップ 5 ソフトウェアイメージとコンフィギュレーションファイルをホストする 1つ以上のサーバを配置
します。
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POAP を使用したスイッチの設定
はじめる前に

ネットワーク環境が POAPを使用するように設定されていることを確認します。詳細について
は、POAPを使用するためのネットワーク環境の設定, （75ページ）の項を参照してください。

手順

ステップ 1 スイッチをネットワークに設置します。

ステップ 2 スイッチの電源を入れます。

コンフィギュレーションファイルが存在しない場合、スイッチは POAPモードで起動し、POAP
を中止して、通常の設定を続行するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されます。

ステップ 3 POAPモードでの起動を続けるためのエントリは不要です。 POAPモードを終了し、通常のイン
タラクティブセットアップスクリプトを入力する場合は、y（yes）を入力します。
スイッチが起動し、POAPプロセスが開始します。詳細については、POAPプロセスの項を参照
してください。

次の作業

設定を確認します。

デバイス設定の確認
POAPを使用してデバイスをブートストラップ後に設定を確認するには、次のコマンドのいずれ
かを使用します。

目的コマンド

実行コンフィギュレーションを表示します。show running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示

します。

show startup-config

これらのコマンドの出力にあるフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 3000 Series NX-OS
Command Reference』を参照してください。
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POAP の関連資料
参照先関連項目

『Cisco Nexus 3000 Series NX-OS Python API
Reference Guide』

設定スクリプト

RFC2132：http://tools.ietf.org/html/rfc2132『DHCP Options and BOOTP Vendor Extensions』

RFC5859：http://tools.ietf.org/html/rfc5859『TFTP Server Address Option for DHCPv4』
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第 6 章

デバイスのファイルシステム、ディレクト

リ、およびファイルの使用

この章では、Cisco NX-OSデバイスでファイルシステムを使用する方法について説明します。

この章は、次の内容で構成されています。

• デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルに関する情報, 79 ページ

• ファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルのライセンス要件, 81 ページ

• ディレクトリの操作, 81 ページ

• ファイルの使用, 84 ページ

• アーカイブファイルの操作, 90 ページ

• ファイルシステムの使用例, 93 ページ

• ファイルシステムパラメータのデフォルト設定, 96 ページ

• ファイルシステムに関する追加情報, 96 ページ

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、および

ファイルに関する情報
ここでは、Cisco NX-OSデバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルについて
説明します。

ファイルシステム

ローカルファイルシステムを指定するための構文は、filesystem:[//modules/]です。
次の表に、デバイスで参照できるファイルシステムを示します。

Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 5.0(3)U4(1)    
    OL-26544-02-J 79



表 17：ファイルシステムの構文の構成要素

説明モジュールファイルシステム名

イメージファイル、コンフィ

ギュレーションファイル、お

よびその他のファイルの保存に

使用する、アクティブスーパー

バイザモジュールにある内部

CompactFlashメモリ。初期デ
フォルトディレクトリは

bootflashです。

sup-active

sup-local

bootflash

イメージファイル、コンフィ

ギュレーションファイル、お

よびその他のファイルの保存に

使用する、スタンバイスーパー

バイザモジュールにある内部

CompactFlashメモリ。

sup-standby

sup-remote

スーパーバイザモジュールに

ある、一時的または保留中の変

更のために使用される、揮発性

RAM（VRAM）。

—volatile

ログファイルの統計情報を保

存するアクティブスーパーバ

イザにあるメモリ。

—log

実行コンフィギュレーション

ファイルの保存に使用する、

スーパーバイザモジュールに

あるメモリ。

—system

デバッグログ用に使用するスー

パーバイザモジュールのメモ

リ。

—debug

ディレクトリ

bootflash:および外部フラッシュメモリ（slot0:、usb1:、および usb2:）には、ディレクトリを作成
できます。これらのディレクトリ間を移動して、ファイルの保存用に使用できます。
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ファイル

bootflash:、volatile:、slot0:、usb1:、および usb2:ファイルシステムにファイルを作成してアクセス
できます。 system:システムファイルにあるファイルには、アクセスすることだけできます。
debug logfileコマンドで指定したデバッグログファイル用には、debug:ファイルシステムを使用
できます。

FTP、セキュアコピー（SCP）、セキュアシェルFTP（SFTP）、およびTFTPを使用して、リモー
トサーバからシステムイメージファイルなどのファイルをダウンロードできます。デバイスが

SCPサーバとして動作できるので、外部サーバからデバイスにファイルをコピーすることもでき
ます。

ファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルのラ

イセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

ファイルシステム、ディレクトリ、およびファ

イルを使用するためにライセンスは必要ありま

せん。ライセンスパッケージに含まれていな

い機能はすべてCiscoNX-OSシステムイメージ
にバンドルされており、追加費用は一切発生し

ません。CiscoNX-OSのライセンススキームの
詳細は、『CiscoNX-OS LicensingGuide』を参照
してください。

Cisco NX-OS

ディレクトリの操作
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでディレクトリを操作する方法について説明します。

カレントディレクトリの識別

カレントディレクトリのディレクトリ名を表示できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

カレントディレクトリの名前を表示し

ます。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

カレントディレクトリの変更

ファイルシステム操作でのカレントディレクトリを変更できます。初期デフォルトディレクト

リは bootflash:です。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示し

ます。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

新しいカレントディレクトリに変更します。

ファイルシステム、モジュール、およびディレ

cd {directory |
filesystem:[//module/][directory]}

例：
switch# cd slot0:

ステップ 2   

クトリの名前は、大文字と小文字が区別されま

す。

ディレクトリの作成

bootflash:ファイルシステムおよびフラッシュデバイスのファイルシステム内にディレクトリを
作成できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

新しいカレントディレクトリに変更します。ファ

イルシステム、モジュール、およびディレクトリ

の名前は、大文字と小文字が区別されます。

cd {directory |
filesystem:[//module/][directory]}

例：
switch# cd slot0:

ステップ 2   

新しいディレクトリを作成します。 filesystem引数
は、大文字と小文字が区別されます。 directory引

mkdir
[filesystem:[//module/]]directory

例：
switch# mkdir test

ステップ 3   

数には、大文字と小文字を区別して、最大64文字
の英数字で値を指定します。

ディレクトリの内容の表示

ディレクトリの内容を表示できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ディレクトリの内容を表示します。デフォルト

は現在の作業ディレクトリです。ファイルシス

dir [directory |
filesystem:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash:test

ステップ 1   

テムとディレクトリの名前は、大文字と小文字

が区別されます。

ディレクトリの削除

デバイス上のファイルシステムからディレクトリを削除できます。

はじめる前に

ディレクトリを削除しようとする前に、そのディレクトリが空であることを確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファ

イルシステム、モジュール、およびディレクトリの

名前は、大文字と小文字が区別されます。

dir [filesystem
:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash:test

ステップ 2   

ディレクトリが空でない場合は、そのディレクトリ

を削除する前にすべてのファイルを削除する必要が

あります。

ディレクトリを削除します。ファイルシステムと

ディレクトリの名前は、大文字と小文字が区別され

ます。

rmdir [filesystem
:[//module/]]directory

例：
switch# rmdir test

ステップ 3   

スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

スタンバイスーパーバイザモジュール（リモート）のすべてのファイルシステムに、アクティ

ブスーパーバイザモジュールのセッションからアクセスできます。この機能は、アクティブスー

パーバイザモジュールにファイルをコピーする際に、同様のファイルがスタンバイスーパーバイ

ザモジュールにある必要がある場合に役立ちます。スタンバイスーパーバイザモジュールのファ

イルシステムにアクティブスーパーバイザモジュールセッションからアクセスするには、ファ

イルのパスで filesystem://sup-remote/または filesystem://sup-standby/のいずれかを使用してスタン
バイスーパーバイザモジュールを指定する必要があります。

ファイルの使用
ここでは、Cisco NX-OSデバイスでファイルを操作する方法について説明します。

ファイルの移動

あるディレクトリから別のディレクトリにファイルを移動させることができます。
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宛先ディレクトリに同名のファイルがすでに存在する場合は、そのファイルは移動対象のファ

イルによって上書きされます。

注意

moveコマンドを使用して同じディレクトリ内でファイルを移動することで、ファイルの名前を変
更できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファ

イルシステムとディレクトリの名前は、大文字と

小文字が区別されます。

dir [filesystem:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash

ステップ 2   

ファイルを移動します。move
[filesystem:[//module/][directory /] |

ステップ 3   

ファイルシステム、モジュール、およびディレク

トリの名前は、大文字と小文字が区別されます。
directory/]source-filename
{{filesystem:[//module/][directory /]
| directory/}[target-filename] |
target-filename}

target-filename引数は、64文字以内の英数字で指
定します。大文字と小文字が区別されます。

例：
switch# move test
old_tests/test1

target-filename引数が指定されていない場合、ファ
イル名は、デフォルトで source-filename引数の値
になります。

ファイルのコピー

ファイルのコピーを同じディレクトリ内、または別のディレクトリのどちらにも作成できます。

dirコマンドを使用して、コピー先のファイルシステムに十分な領域があることを確認しま
す。十分な領域が残っていない場合は、deleteコマンドを使用して不要なファイルを削除しま
す。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファ

イルシステムとディレクトリの名前は、大文字と

小文字が区別されます。

dir
[filesystem:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash

ステップ 2   

ファイルをコピーします。ファイルシステム、モ

ジュール、およびディレクトリの名前は、大文字

copy
[filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]source-filename |

ステップ 3   

と小文字が区別されます。 source-filename引数に
{filesystem:[//module/][directory/]]
| directory/}[target-filename] は、大文字と小文字を区別して、最大64文字の英

数字で値を指定します。 target-filename引数が指

例：
switch# move test
old_tests/test1

定されていない場合、ファイル名は、デフォルト

で source-filename引数の値になります。

ファイルの削除

ディレクトリからファイルを削除できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファ

イルシステムとディレクトリの名前は、大文字と小

文字が区別されます。

dir
[filesystem:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash

ステップ 1   

ファイルを削除します。ファイルシステム、モ

ジュール、およびディレクトリの名前は、大文字と

delete
{filesystem:[//module/][directory/]
| directory/}filename

ステップ 2   

小文字が区別されます。 source-filename引数は、大
文字と小文字が区別されます。

例：
switch# move test
old_tests/test1

ディレクトリを指定すると、deleteコマンド
ではディレクトリ全体とその内容すべてが

削除されます。

注意
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ファイルの内容の表示

ファイルの内容を表示できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイルの内容を表示しま

す。

show file [filesystem:[//module/]][directory/]filename

例：
switch# show file bootflash:test-results

ステップ 1   

ファイルチェックサムの表示

ファイルの整合性をチェックするためのチェックサムを表示できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイルのチェックサムまたは

MD5チェックサムを表示します。
show file
[filesystem:[//module/]][directory/]filename {cksum
|md5sum}

ステップ 1   

例：
switch# show file bootflash:trunks2.cfg
cksum

ファイルの圧縮および圧縮解除

Lempel-Ziv 1977（LZ77）コーディングを使用して、Cisco NX-OSデバイス上のファイルを圧縮お
よび圧縮解除できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。

ファイルシステムとディレクトリの名前は、

大文字と小文字が区別されます。

dir [filesystem:[//module/]directory]]

例：
switch# dir bootflash:

ステップ 1   

ファイルを圧縮します。ファイルが圧縮され

ると、そのサフィックスは .gzになります。
gzip [filesystem:[//module/][directory/]
| directory/]filename

例：
switch# gzip show_tech

ステップ 2   

ファイルを圧縮解除します。圧縮解除するファ

イルのサフィックスは .gzである必要がありま
gunzip
[filesystem:[//module/][directory/] |
directory/]filename .gz

ステップ 3   

す。ファイルが圧縮解除されると、そのサ

フィックスは .gzでなくなります。
例：
switch# gunzip show_tech.gz

ファイルの最後の行の表示

ファイルの最後の行を表示できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイルの最後の行を表示します。デ

フォルトの行数は 10行です。範囲は 0
～ 80行です。

tail
[filesystem:[//module/]][directory/]filename
[lines]

例：
switch# tail ospf-gr.conf

ステップ 1   

show コマンドの出力のファイルへのリダイレクト
showコマンドの出力を、bootflash:、slot0:、volatile:、またはリモートサーバのファイルにリダイ
レクトできます。また、コマンドの出力形式も指定できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

ユーザセッションの showコマンドの出
力のリダイレクトモードを設定します。

デフォルトモードは asciiです。

terminal redirection-mode {ascii | zipped}

例：
switch# terminal redirection-mode
zipped

ステップ 1   

showコマンドからの出力をファイルに
リダイレクトします。

show-command >
[filesystem:[//module/][directory] | [directory
/]]filename

ステップ 2   

例：
switch# show tech-support >
bootflash:techinfo

ファイルの検索

特定の文字列で始まる名前のファイルを、現在の作業ディレクトリおよびサブディレクトリから

検索できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示し

ます。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

デフォルトディレクトリを変更します。

cd {filesystem:[//module/][directory]
| directory}

例：
switch# cd
bootflash:test_scripts

ステップ 2   

指定したファイル名プレフィックスで始まる名

前を持つすべてのファイルを、デフォルトディ

find filename-prefix

例：
switch# find bgp_script

ステップ 3   

レクトリとサブディレクトリから検索します。

ファイル名プレフィックスは、大文字と小文字

が区別されます。
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アーカイブファイルの操作
CiscoNX-OSソフトウェアは、アーカイブファイルをサポートしています。アーカイブファイル
の作成、既存のアーカイブファイルへのファイルの追加、アーカイブファイルからのファイルの

抽出、アーカイブファイル内のファイルの一覧表示ができます。

アーカイブファイルの作成

アーカイブファイルを作成し、それにファイルを追加できます。次の圧縮タイプを指定できま

す。

• bzip2

• gzip

•非圧縮

デフォルトは gzipです。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

アーカイブファイルを作成し、それにファイルを追加します。

ファイル名は、大文字と小文字が区別されない英数字であり、最

大 240文字です。

tar create {bootflash: |
volatile:}archive-filename
[absolute]
[bz2-compress]

ス

テッ

プ 1   

absoluteキーワードは、アーカイブファイルに追加されたファイ
ルの名前から先頭のバックスラッシュ文字（\）を削除しないこと

[gz-compress] [remove]
[uncompressed]
[verbose] filename-list を指定します。デフォルトでは、先頭のバックスラッシュ文字は

削除されます。

bz2-compress、gz-compress、および uncompressedキーワードに
よって、アーカイブにファイルが追加される（または、後で追加

される）ときに使用される圧縮ユーティリティと、それらのファ

イルを抽出するときに使用される圧縮解除ユーティリティが決定

されます。アーカイブファイルの拡張子を指定しない場合、デ

フォルトは次のとおりです。

• bz2-compressの拡張子は .tar.bz2です。

• gz-compressの拡張子は .tar.gzです。

• uncompressedの拡張子は .tarです。

removeキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、アーカイブ
にファイルを追加した後にそれらのファイルをファイルシステム
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目的コマンドまたはアク

ション

から削除することを指定します。デフォルトでは、ファイルは削

除されません。

verboseキーワードは、CiscoNX-OSソフトウェアが、アーカイブ
に追加されたファイルを一覧表示することを指定します。デフォ

ルトでは、追加されたファイルが一覧表示されます。

次の例では、gzipで圧縮されたアーカイブファイルを作成する方法を示します。
switch# tar create bootflash:config-archive gz-compress bootflash:config-file

アーカイブファイルへのファイルの追加

Cisco NX-OSデバイス上の既存のアーカイブファイルにファイルを追加できます。

はじめる前に

Cisco NX-OSデバイス上でアーカイブファイルを作成しておきます。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

既存のアーカイブファイルにファイルを追加します。アーカイ

ブファイルの名前は、大文字と小文字が区別されません。

tar append {bootflash: |
volatile:}archive-filename
[absolute] [remove]
[verbose] filename-list

ステッ

プ 1   

absoluteキーワードは、アーカイブファイルに追加されたファ
イルの名前から先頭のバックスラッシュ文字（\）を削除しない
ことを指定します。デフォルトでは、先頭のバックスラッシュ

文字は削除されます。

removeキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、アーカイ
ブにファイルを追加した後にそれらのファイルをファイルシス

テムから削除することを指定します。デフォルトでは、ファイ

ルは削除されません。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、アーカイ
ブに追加されたファイルを一覧表示することを指定します。デ

フォルトでは、追加されたファイルが一覧表示されます。

次の例では、既存のアーカイブファイルにファイルを追加する方法を示します。

switch# tar append bootflash:config-archive.tar.gz bootflash:new-config
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アーカイブファイルからのファイルの抽出

Cisco NX-OSデバイス上の既存のアーカイブファイルにファイルを抽出できます。

はじめる前に

Cisco NX-OSデバイス上でアーカイブファイルを作成しておきます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

既存のアーカイブファイルからファイルを抽出します。アー

カイブファイルの名前は、大文字と小文字が区別されません。

tar extract {bootflash: |
volatile:}archive-filename
[keep-old] [screen] [to

ステッ

プ 1   

keep-oldキーワードは、CiscoNX-OSソフトウェアが、抽出さ
れているファイルと同じ名前を持つファイルを上書きしない

ことを示します。

{bootflash: |
volatile:}[/directory-name]]
[verbose]

screenキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、抽出さ
れたファイルの内容を端末画面に表示することを指定します。

toキーワードは、ターゲットのファイルシステムを指定しま
す。ディレクトリ名を含めることができます。ディレクトリ

名には、大文字と小文字を区別して、最大 240文字の英数字
で値を指定します。

verboseキーワードは、Cisco NX-OSソフトウェアが、抽出さ
れたファイルの名前を表示することを指定します。

次の例では、既存のアーカイブファイルからファイルを抽出する方法を示します。

switch# tar extract bootflash:config-archive.tar.gz

アーカイブファイル内のファイル名の表示

tar listコマンドを使用すると、アーカイブファイル内にあるファイルの名前を表示できます。

tar list {bootflash: | volatile:}archive-filename

アーカイブファイルの名前は、大文字と小文字が区別されません。

switch# tar list bootflash:config-archive.tar.gz
config-file
new-config
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ファイルシステムの使用例
ここでは、Cisco NX-OSデバイスのファイルシステムを使用する例を示します。

スタンバイスーパーバイザモジュール上のディレクトリへのアクセ

ス

次に、スタンバイスーパーバイザモジュールにあるファイルをリスト表示する例を示します。

switch# dir bootflash://sup-remote
12198912 Aug 27 16:29:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mzg.1.3.0.39a.bin
1864931 Apr 29 12:41:59 2003 dplug2
12288 Apr 18 20:23:11 2003 lost+found/

12097024 Nov 21 16:34:18 2003 m9500-sf1ek9-kickstart-mz.1.3.1.1.bin
41574014 Nov 21 16:34:47 2003 m9500-sf1ek9-mz.1.3.1.1.bin

Usage for bootflash://sup-remote
67747169 bytes used
116812447 bytes free
184559616 bytes total

次に、スタンバイスーパーバイザモジュールにあるファイルを削除する例を示します。

switch# delete bootflash://sup-remote/aOldConfig.txt

ファイルの移動

次に、外部フラッシュデバイスでファイルを移動する例を示します。

switch# move slot0:samplefile slot0:mystorage/samplefile

次に、デフォルトのファイルシステムでファイルを移動する例を示します。

switch# move samplefile mystorage/samplefile

ファイルのコピー

次に、samplefileというファイルを、slot0:ファイルシステムのルートディレクトリから、mystorage
ディレクトリにコピーする例を示します。

switch# copy slot0:samplefile slot0:mystorage/samplefile

次に、カレントディレクトリレベルからファイルをコピーする例を示します。

switch# copy samplefile mystorage/samplefile
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次に、アクティブスーパーバイザモジュールのブートフラッシュから、スタンバイスーパーバ

イザモジュールのブートフラッシュにファイルをコピーする例を示します。

switch# copy bootflash:system_image bootflash://sup-2/system_image

copyコマンドを使用して、slot0:または bootflash:ファイルシステムと、FTP、TFTP、SFTP、ま
たは SCPサーバとの間でファイルをアップロードおよびダウンロードすることもできます。

ディレクトリの削除

デバイス上のファイルシステムからディレクトリを削除できます。

はじめる前に

ディレクトリを削除しようとする前に、そのディレクトリが空であることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

現在のデフォルトディレクトリの名前を表示しま

す。

pwd

例：
switch# pwd

ステップ 1   

（任意）

カレントディレクトリの内容を表示します。ファ

イルシステム、モジュール、およびディレクトリの

名前は、大文字と小文字が区別されます。

dir [filesystem
:[//module/][directory]]

例：
switch# dir bootflash:test

ステップ 2   

ディレクトリが空でない場合は、そのディレクトリ

を削除する前にすべてのファイルを削除する必要が

あります。

ディレクトリを削除します。ファイルシステムと

ディレクトリの名前は、大文字と小文字が区別され

ます。

rmdir [filesystem
:[//module/]]directory

例：
switch# rmdir test

ステップ 3   

ファイルの内容の表示

次に、外部フラッシュデバイスにあるファイルの内容を表示する例を示します。

switch# show file slot0:test
configure terminal
interface ethernet 1/1
no shutdown
end

   Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 5.0(3)U4(1)
94 OL-26544-02-J  

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用

ディレクトリの削除



show interface ethernet 1/1

次に、カレントディレクトリにあるファイルの内容を表示する例を示します。

switch# show file myfile

ファイルチェックサムの表示

次に、ファイルのチェックサムを表示する例を示します。

switch# show file bootflash:trunks2.cfg cksum
583547619

次に、ファイルのMD5チェックサムを表示する例を示します。
switch# show file bootflash:trunks2.cfg md5sum
3b94707198aabefcf46459de10c9281c

ファイルの圧縮および圧縮解除

次に、ファイルを圧縮する例を示します。

switch# dir
1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile

...
switch# gzip volatile:Samplefile
switch# dir

266069 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile.gz
...

次に、圧縮ファイルを圧縮解除する例を示します。

switch# dir
266069 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile.gz

...
switch# gunzip samplefile
switch# dir

1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile
...

show コマンドの出力のリダイレクト
次に、出力を bootflash:ファイルシステムのファイルにリダイレクトする方法を示します。

switch# show interface > bootflash:switch1-intf.cfg

次に、出力を外部フラッシュメモリのファイルにリダイレクトする方法を示します。

switch# show interface > slot0:switch-intf.cfg
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次に、出力を TFTPサーバのファイルにリダイレクトする方法を示します。

switch# show interface > tftp://10.10.1.1/home/configs/switch-intf.cfg
Preparing to copy...done

この例では、show tech-supportコマンドの出力をファイルにリダイレクトしています。

switch# show tech-support > Samplefile
Building Configuration ...
switch# dir

1525859 Jul 04 00:51:03 2003 Samplefile
Usage for volatile://

1527808 bytes used
19443712 bytes free
20971520 bytes total

ファイルの検索

次に、現在のデフォルトディレクトリからファイルを検索する方法を示します。

switch# find smm_shm.cfg
/usr/bin/find: ./lost+found: Permission denied
./smm_shm.cfg
./newer-fs/isan/etc/routing-sw/smm_shm.cfg
./newer-fs/isan/etc/smm_shm.cfg

ファイルシステムパラメータのデフォルト設定
次の表に、ファイルシステムパラメータのデフォルト設定を示します。

表 18：ファイルシステムのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

bootflash:デフォルトのファイルシステム

ファイルシステムに関する追加情報
ここでは、ファイルシステムに関するその他の情報について説明します。

ファイルシステムの関連資料

参照先関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス
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参照先関連項目

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Fundamentals
Command Reference』『Cisco Nexus 3000 Series
NX-OS Command Reference』

コマンドリファレンス

Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 5.0(3)U4(1)    
   OL-26544-02-J 97

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用

ファイルシステムの関連資料



   Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 5.0(3)U4(1)
98 OL-26544-02-J  

デバイスのファイルシステム、ディレクトリ、およびファイルの使用

ファイルシステムの関連資料



第 7 章

コンフィギュレーションファイルの操作

この章では、CiscoNX-OSデバイスでコンフィギュレーションファイルを操作する方法について
説明します。

この章は、次の内容で構成されています。

• コンフィギュレーションファイルに関する情報, 99 ページ

• コンフィギュレーションファイルのライセンス要件, 100 ページ

• コンフィギュレーションファイルの管理, 100 ページ

• デバイス設定の確認, 111 ページ

• コンフィギュレーションファイルの操作例, 112 ページ

• コンフィギュレーションファイルに関する追加情報, 113 ページ

コンフィギュレーションファイルに関する情報
コンフィギュレーションファイルには、Cisco NX-OSデバイスの設定に使用する Cisco NX-OSソ
フトウェアのコマンドが含まれます。コマンドは、システムを起動したとき（スタートアップコ

ンフィギュレーションファイルから）、またはコンフィギュレーションモードでCLIにコマンド
を入力したときに、Cisco NX-OSソフトウェアによって解析（変換および実行）されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、copy running-config
startup-configコマンドを使用してスタートアップコンフィギュレーションに実行コンフィギュ
レーションファイルを保存するか、ファイルサーバからスタートアップコンフィギュレーショ

ンへコンフィギュレーションファイルをコピーします。

コンフィギュレーションファイルのタイプ

CiscoNX-OSソフトウェアには、実行コンフィギュレーションとスタートアップコンフィギュレー
ションという 2つのタイプのコンフィギュレーションファイルがあります。デバイスは、デバイ
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スの起動中にスタートアップコンフィギュレーション（startup-config）を使用してソフトウェア
機能を設定します。実行コンフィギュレーション（running-config）には、スタートアップコン
フィギュレーションファイルに加えた現在の変更が含まれています。 2つのコンフィギュレー
ションファイルは別々の設定にできます。デバイス設定を、永続的にではなく短期間だけ変更し

たい場合があります。この場合は、グローバルコンフィギュレーションモードのコマンドを使

用して実行コンフィギュレーションを変更しますが、それらの変更をスタートアップコンフィ

ギュレーションには保存しません。

実行コンフィギュレーションを変更するには、configure terminalコマンドを使用してグローバル
コンフィギュレーションモードを開始します。CiscoNX-OSコンフィギュレーションモードの使
用時には、通常コマンドはすぐに実行され、入力直後またはコンフィギュレーションモードを終

了した時点で実行コンフィギュレーションファイルに保存されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、実行コンフィギュレーション

ファイルをスタートアップコンフィギュレーションに保存するか、またはコンフィギュレーショ

ンファイルをファイルサーバからスタートアップコンフィギュレーションにダウンロードしま

す。

関連トピック

実行コンフィギュレーションのスタートアップコンフィギュレーションへの保存, （101ペー
ジ）

リモートサーバからのスタートアップコンフィギュレーションのダウンロード, （103ペー
ジ）

コンフィギュレーションファイルのライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

コンフィギュレーションファイルにはライセン

スは不要です。ライセンスパッケージに含ま

れていない機能はすべてCiscoNX-OSシステム
イメージにバンドルされており、追加費用は一

切発生しません。CiscoNX-OSのライセンス方
式の詳細については、『Cisco NX-OS Licensing
Guide』を参照してください。

Cisco NX-OS

コンフィギュレーションファイルの管理
ここでは、コンフィギュレーションファイルの管理方法について説明します。
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実行コンフィギュレーションのスタートアップコンフィギュレーショ

ンへの保存

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションに保存して、デバイスを

次にリロードするときのために変更を保存することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示しま

す。

show running-config

例：
switch# show running-config

ステップ 1   

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 2   

コンフィギュレーションファイルのリモートサーバへのコピー

内部メモリに保存されているコンフィギュレーションファイルを、バックアップとして、または

他の Cisco NX-OSデバイスの設定に使用するためにリモートサーバにコピーできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションファイルをリモー

トサーバにコピーします。

copy running-config scheme://server/[url
/]filename

例：
switch# copy running-config
tftp://10.10.1.1/sw1-run-config.bak

ステッ

プ 1   

scheme引数には、tftp:、ftp:、scp:、または sftp:
を入力できます。 server引数は、リモートサー
バのアドレスまたは名前であり、url引数はリ
モートサーバにあるソースファイルへのパスで

す。

server、url、および filenameの各引数は、大文
字小文字を区別して入力します。
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目的コマンドまたはアクション

スタートアップコンフィギュレーションファイ

ルをリモートサーバにコピーします。

copy startup-config scheme://server/[url
/]filename

例：
switch# copy startup-config
tftp://10.10.1.1/sw1-start-config.bak

ステッ

プ 2   

scheme引数には、tftp:、ftp:、scp:、または sftp:
を入力できます。 server引数は、リモートサー
バのアドレスまたは名前であり、url引数はリ
モートサーバにあるソースファイルへのパスで

す。

server、url、および filenameの各引数は、大文
字小文字を区別して入力します。

リモートサーバからの実行コンフィギュレーションのダウンロード

別の Cisco NX-OSデバイスで作成し、リモートサーバにアップロードしたコンフィギュレーショ
ンファイルを使用して、CiscoNX-OSデバイスを設定できます。リモートサーバからデバイスの
実行コンフィギュレーションにファイルをダウンロードするには、TFTP、FTP、セキュアコピー
（SCP）、またはセキュアシェル FTP（SFTP）を使用します。

はじめる前に

ダウンロードするコンフィギュレーションファイルがリモートサーバの正しいディレクトリにあ

ることを確認します。

ファイルに対する許可が正しく設定されていることを確認します。ファイルのアクセス権は、誰

でも読み取り可能に設定されている必要があります。

Cisco NX-OSデバイスからリモートサーバへのルートが設定されていることを確認します。サブ
ネット間でトラフィックをルーティングするルータまたはデフォルトゲートウェイがない場合

は、CiscoNX-OSデバイスとリモートサーバは同一のサブネットワーク上にある必要があります。

pingまたは ping6コマンドを使用して、リモートサーバへの接続を確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

リモートサーバから実行コンフィギュレーショ

ンファイルをダウンロードします。

copy scheme://server/[url/]filename
running-config

例：
switch# copy
tftp://10.10.1.1/my-config
running-config

ステップ 1   

scheme引数には、tftp:、ftp:、scp:、または sftp:
を指定できます。 server引数は、リモートサー
バのアドレスまたは名前であり、url引数はリモー
トサーバにあるソースファイルへのパスです。
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目的コマンドまたはアクション

server、url、および filenameの各引数は、大文字
小文字を区別して入力します。

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

show running-config

例：
switch# show running-config

ステップ 2   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 3   

（任意）

スタートアップコンフィギュレーションを表示

します。

show startup-config

例：
switch# show startup-config

ステップ 4   

関連トピック

ファイルのコピー, （93ページ）

リモートサーバからのスタートアップコンフィギュレーションのダ

ウンロード

別の Cisco NX-OSデバイスで作成し、リモートサーバにアップロードしたコンフィギュレーショ
ンファイルを使用して、CiscoNX-OSデバイスを設定できます。リモートサーバからデバイスの
スタートアップコンフィギュレーションにファイルをダウンロードするには、TFTP、FTP、セ
キュアコピー（SCP）、またはセキュアシェル FTP（SFTP）を使用します。

この手順を実行すると、Cisco NX-OSデバイス上のすべてのトラフィックが中断されます。注意

はじめる前に

コンソールポートでセッションにログインします。

ダウンロードするコンフィギュレーションファイルがリモートサーバの正しいディレクトリにあ

ることを確認します。

ファイルに対する許可が正しく設定されていることを確認します。ファイルのアクセス権は、誰

でも読み取り可能に設定されている必要があります。
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Cisco NX-OSデバイスからリモートサーバへのルートが設定されていることを確認します。サブ
ネット間でトラフィックをルーティングするルータまたはデフォルトゲートウェイがない場合

は、CiscoNX-OSデバイスとリモートサーバは同一のサブネットワーク上にある必要があります。

pingまたは ping6コマンドを使用して、リモートサーバへの接続を確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

スタートアップコンフィギュレーションファ

イルを削除します。

write erase

例：
switch# write erase

ステップ 1   

Cisco NX-OSデバイスをリロードします。reload

例：
switch# reload
This command will reboot the

ステップ 2   

セットアップユーティリティはデバ

イスの設定に使用しないでください。

（注）

system. (y/n)? [n] y
...
Enter the password for "admin":
<password>
Confirm the password for "admin":
<password>
...
Would you like to enter the basic
configuration
dialog (yes/no): n
switch#

リモートサーバから実行コンフィギュレーショ

ンファイルをダウンロードします。

copy scheme://server/[url /]filename
running-config

例：
switch# copy
tftp://10.10.1.1/my-config
running-config

ステップ 3   

scheme引数には、tftp:、ftp:、scp:、または sftp:
を指定できます。 server引数は、リモートサー
バのアドレスまたは名前であり、url引数はリ
モートサーバにあるソースファイルへのパス

です。

server、url、および filenameの各引数は、大文
字小文字を区別して入力します。

実行コンフィギュレーションファイルをスター

トアップコンフィギュレーションファイルと

して保存します。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

show startup-config

例：
switch# show startup-config

ステップ 5   
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関連トピック

ファイルのコピー, （93ページ）

コンフィギュレーションファイルの外部フラッシュメモリデバイス

へのコピー

コンフィギュレーションファイルをバックアップとして、または後で使用するために、外部フ

ラッシュメモリデバイスにコピーできます。

はじめる前に

アクティブなスーパーバイザモジュールに外部フラッシュメモリデバイスを挿入します。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

外部フラッシュメモリデバイス上のファイ

ルを表示します。

dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]ステップ 1   

実行コンフィギュレーションを外部フラッ

シュメモリデバイスにコピーします。

copy running-config {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename

例：
switch# copy running-config
slot0:dsn-running-config.cfg

ステップ 2   

filename引数は、大文字と小文字が区別され
ます。

スタートアップコンフィギュレーションを

外部フラッシュメモリデバイスにコピーし

copy startup-config {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename

例：
switch# copy startup-config
slot0:dsn-startup-config.cfg

ステップ 3   

ます。 filename引数は、大文字と小文字が区
別されます。

関連トピック

ファイルのコピー, （93ページ）

外部フラッシュメモリデバイスからの実行コンフィギュレーション

のコピー

別のCiscoNX-OSデバイス上で作成され、外部フラッシュメモリデバイスに保存されたコンフィ
ギュレーションファイルをコピーすることによって Cisco NX-OSデバイスを設定できます。
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はじめる前に

アクティブなスーパーバイザモジュールに外部フラッシュメモリデバイスを挿入します。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

外部フラッシュメモリデバイス上のファイ

ルを表示します。

dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]

例：
switch# dir slot0:

ステップ 1   

外部フラッシュメモリデバイスから実行コ

ンフィギュレーションをコピーします。

copy {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename
running-config

ステップ 2   

filename引数は、大文字と小文字が区別さ
れます。

例：
switch# copy slot0:dsn-config.cfg
running-config

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

show running-config

例：
switch# show running-config

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

（任意）

スタートアップコンフィギュレーションを

表示します。

show startup-config

例：
switch# show startup-config

ステップ 5   

関連トピック

ファイルのコピー, （93ページ）

外部フラッシュメモリデバイスからのスタートアップコンフィギュ

レーションのコピー

外部フラッシュメモリデバイスに保存された新しいスタートアップコンフィギュレーションファ

イルをダウンロードすることによって、Cisco NX-OSデバイス上でスタートアップコンフィギュ
レーションを回復できます。
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はじめる前に

アクティブなスーパーバイザモジュールに外部フラッシュメモリデバイスを挿入します。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

外部フラッシュメモリデバイス上のファイ

ルを表示します。

dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]ステップ 1   

外部フラッシュメモリデバイスからスター

トアップコンフィギュレーションをコピー

copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory
/]filename startup-config

例：
switch# copy slot0:dsn-config.cfg
startup-config

ステップ 2   

します。 filename引数は、大文字と小文字が
区別されます。

（任意）

スタートアップコンフィギュレーションを

表示します。

show startup-config

例：
switch# show startup-config

ステップ 3   

関連トピック

ファイルのコピー, （93ページ）

コンフィギュレーションファイルの内部ファイルシステムへのコピー

コンフィギュレーションファイルをバックアップとして、または後で使用するために、内部メモ

リにコピーできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションファイルを内部

メモリにコピーします。

copy running-config
[filesystem:][directory/] |
[directory/]filename

ステップ 1   

filesystem、directory、および filename引数は、
大文字と小文字が区別されます。例：

switch# copy running-config
bootflash:sw1-run-config.bak

スタートアップコンフィギュレーションファ

イルを内部メモリにコピーします。

copy startup-config
[filesystem:][directory/] |
[directory/]filename

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

filesystem、directory、および filename引数は、
大文字と小文字が区別されます。例：

switch# copy startup-config
bootflash:sw1-start-config.bak

関連トピック

ファイルのコピー, （85ページ）

以前のコンフィギュレーションへのロールバック

メモリの破損などの問題によって、バックアップされているバージョンからコンフィギュレーショ

ンを回復する必要が生じる場合があります。

copy running-config startup-configコマンドを入力するたびに、バイナリファイルが作成され、
ASCIIファイルが更新されます。有効なバイナリコンフィギュレーションファイルを使用す
ると、ブート全体の時間が大幅に短縮されます。バイナリファイルはアップロードできませ

んが、その内容を使用して既存のスタートアップコンフィギュレーションを上書きできます。

write eraseコマンドを実行すると、バイナリファイルが消去されます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

スイッチの現在のコンフィギュレーションを消

去します。

write erase

例：
switch# write erase

ステップ 1   

デバイスを再起動します。デバイスが起動して

実行できるように、キックスタートおよびシス

reload

例：
switch# reload

ステップ 2   

テムイメージファイルを入力するように求めら

れます。

以前に保存したコンフィギュレーションファイ

ルを実行コンフィギュレーションにコピーしま

す。

copy configuration_file
running-configuration

例：
switch# copy
bootflash:start-config.bak
running-configuration

ステップ 3   

ファイル名の引数の configuration_file
で大文字と小文字が区別されます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

検出できないモジュールの設定の削除

シャーシから I/Oモジュールを取り外すときには、そのモジュールの設定を実行コンフィギュレー
ションから削除することもできます。

削除できるのは、シャーシの空きスロットの設定だけです。（注）

はじめる前に

シャーシから I/Oモジュールを取り外します。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

デバイスに取り付けられているハードウェ

アを表示します。

show hardware

例：
switch# show hardware

ステップ 1   

検出できないモジュールの設定を実行コン

フィギュレーションから削除します。

purge module slot running-config

例：
switch# purge module 3
running-config

ステップ 2   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 3   
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コンフィギュレーションの削除

デバイスのコンフィギュレーションを削除して、工場出荷時のデフォルト状態に戻すことができ

ます。

デバイスの永続的メモリに保存されている次のコンフィギュレーションファイルを削除できま

す。

•スタートアップ

•ブート

•デバッグ

write eraseコマンドは、次を除くスタートアップコンフィギュレーション全体を削除します。（注）

•ブート変数定義

•次のような mgmt0インターフェイスの IPv4設定

◦アドレス

◦サブネットマスク

ブート変数定義および mgmt0インターフェイスの IPv4設定を削除するには、write erase boot
コマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

永続的メモリから設定を削除します。デフォルトのア

クションでは、スタートアップコンフィギュレーショ

ンが削除されます。

write erase [boot | debug]

例：

switch# write erase

ステッ

プ 1   

bootオプションを指定すると、ブート変数定義および
mgmt0インターフェイス上の IPv4設定が削除されま
す。

Warning: This command will
erase the
startup-configuration.
Do you wish to proceed anyway?
(y/n) [n] y debugオプションを指定すると、デバッグ設定が削除

されます。

実行コンフィギュレーションファイルはこ

のコマンドの影響を受けません。

（注）
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非アクティブな設定のクリア

非アクティブな QoSまたは ACL、あるいはその両方の設定をクリアできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

（任意）

非アクティブな ACLまたは QoSの設定
をすべて表示します。

show running-config type inactive-if-config

例：
# show running-config ipqos
inactive-if-config

ステッ

プ 1   

type引数の値は aclmgrおよび ipqosで
す。

• aclmgr：aclmgrの非アクティブな
設定をすべて表示します。

• ipqos：qosmgrの非アクティブな設
定をすべて表示します。

非アクティブな設定をクリアします。clear inactive-config policy

例：
# clear inactive-config qos
clear qos inactive config

ステッ

プ 2   policy引数の値は qosおよび aclです。

次に、値について説明します。

Inactive if config for QoS manager is saved • qos：非アクティブなQoS設定をク
リアします。

at/bootflash/qos_inactive_if_config.cfg
for vdc default & for other than default
vdc:
/bootflash/vdc_x/qos_inactive_if_config.cfg • acl：非アクティブなACL設定をク

リアします。
(where x is vdc number)
you can see the log file @ show
inactive-if-config log

• acl qos：非アクティブな ACL設定
および非アクティブな QoS設定を
クリアします。

（任意）

非アクティブな設定をクリアするために

使用されたコマンドを表示します。

show inactive-if-config log

例：
# show inactive-if-config log

ステッ

プ 3   

デバイス設定の確認
POAPを使用してデバイスをブートストラップ後に設定を確認するには、次のコマンドのいずれ
かを使用します。
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目的コマンド

実行コンフィギュレーションを表示します。show running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示

します。

show startup-config

これらのコマンドの出力にあるフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 3000 Series NX-OS
Command Reference』を参照してください。

コンフィギュレーションファイルの操作例
ここでは、コンフィギュレーションファイルを操作する例について説明します。

コンフィギュレーションファイルのコピー

次に、bootflashファイルシステムに実行コンフィギュレーションをコピーする例を示します。

コンフィギュレーションファイルのバックアップ

次に、bootflash:ファイルシステムにスタートアップコンフィギュレーションをバックアップす
る方法を示します（ASCIIファイル）。
switch# copy startup-config bootflash:my-config

次に、TFTPサーバにスタートアップコンフィギュレーションをバックアップする方法を示しま
す（ASCIIファイル）。
switch# copy startup-config tftp://172.16.10.100/my-config

次に、bootflash:ファイルシステムに実行コンフィギュレーションをバックアップする方法を示し
ます（ASCIIファイル）。
switch# copy running-config bootflash:my-config

以前のコンフィギュレーションへのロールバック

設定を以前に保存された設定のスナップショットコピーにロールバックするには、次の手順を実

行してください。

1 write eraseコマンドを使用して現在の実行イメージをクリアします。

2 reloadコマンドを使用してデバイスを再起動します。
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3 copy configuration_file running-configurationコマンドを使用して、以前に保存されたコンフィ
ギュレーションファイルを実行コンフィギュレーションにコピーします。

4 copy running-config startup-configコマンドを使用して、実行コンフィギュレーションをスター
トアップコンフィギュレーションにコピーします。

コンフィギュレーションファイルに関する追加情報
ここでは、コンフィギュレーションファイルの管理に関するその他の情報について説明します。

コンフィギュレーションファイルの関連資料

参照先関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス

『Cisco Nexus 3000 Series NX-OS Command
Reference』

コマンドリファレンス
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